
戦
後
沖
縄
に
お
け
る
保
革
対
立
軸
の
形
成

1
一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
革
新
共
闘
へ
の
過
程
を
中
心
に
一

櫻

睾、∀
イ
し

誠

【
要
約
】
　
～
九
六
〇
年
の
復
帰
協
結
成
時
点
に
お
い
て
、
自
明
の
も
の
と
し
て
沖
縄
の
「
革
新
三
党
」
が
成
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
社
大
型
、
入

民
党
、
社
会
党
は
そ
れ
ぞ
れ
対
立
し
て
お
り
、
社
大
党
は
む
し
ろ
自
民
党
に
近
い
立
場
に
あ
っ
て
、
「
革
新
」
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
復
帰
協

結
成
以
降
の
沖
縄
政
界
再
編
を
考
え
る
場
合
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
本
土
各
政
党
に
よ
る
沖
縄
へ
の
関
与
が
強
ま
る
な
か
で
、
復
帰
運
動
が
革
新
化

し
て
い
く
点
を
捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
　
九
六
一
年
の
那
覇
市
長
選
に
お
け
る
初
の
共
闘
成
立
は
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
当
時
、
復
帰

協
は
超
党
派
の
運
動
団
体
と
し
て
の
方
針
を
維
持
し
て
い
た
た
め
、
選
挙
で
は
別
組
織
を
立
ち
上
げ
て
保
守
側
と
対
決
す
る
。
そ
の
原
動
力
は
、
復
帰
協

に
加
盟
す
る
労
組
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
影
響
下
で
社
大
党
も
自
ら
を
「
革
新
」
と
自
己
規
定
し
て
い
く
。
那
覇
市
長
選
を
経
る
こ
と
で
、
復
帰
協
に
集
う

三
党
は
命
毛
政
党
で
あ
り
、
ま
た
、
復
帰
運
動
は
革
新
勢
力
が
担
っ
て
い
る
、
と
い
う
保
革
対
立
の
一
翼
が
沖
縄
に
お
い
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
二
巻
三
号
　
二
〇
〇
九
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
の
目
的
は
、
冷
戦
下
の
戦
後
日
本
（
本
土
）
に
お
け
る
保
革
対
立
に
、
米
軍
占
領
下
の
沖
縄
が
包
摂
さ
れ
て
い
く
契
機
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
沖
縄
に
お
い
て
保
守
党
面
革
新
三
党
と
い
う
保
革
対
立
軸
が
規
定
路
線
と
な
り
、
双
方
の
本
土
と
の
関
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係
が
強
化
さ
れ
て
い
く
上
で
、
一
九
六
〇
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
（
復
帰
協
）
が
政
界
再
編
に
与
え
た
影
響
を
検
討
　
…
…



す
る
。

　
一
九
四
五
年
沖
縄
戦
後
の
分
割
占
領
、
五
二
年
講
和
条
約
発
効
、
六
〇
年
安
保
改
定
、
七
二
年
沖
縄
返
還
、
九
〇
年
代
以
降
現
在
ま
で
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

米
同
盟
再
編
と
、
戦
後
日
米
関
係
の
転
換
点
は
、
常
に
沖
縄
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
沖
縄
内
部
の
政
界
図
式
も
当
然
な
が
ら
そ
の
影
響

か
ら
の
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
九
六
〇
年
前
後
の
沖
縄
政
界
再
編
は
、
日
米
安
保
体
制
再
編
期
に
お
け
る
日
本
に
よ
る
沖
縄
再
統
合
、

系
列
化
へ
の
重
要
な
画
期
と
し
て
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
な
か
で
、
沖
縄
に
お
け
る
復
帰
運
動
も
転
換
し
て
い
く
こ
と
と
な

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
そ
れ
で
は
復
帰
協
の
成
立
と
当
時
の
野
党
三
党
（
沖
縄
社
会
大
衆
党
（
社
結
党
）
、
沖
縄
人
民
党
、
沖
縄
社
会
党
）
の
共
闘
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
革

新
勢
力
と
み
な
す
こ
と
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
。
そ
れ
は
ま
た
、
社
大
事
を
ど
う
評
価
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

　
新
崎
盛
暉
は
、
社
郎
党
を
～
九
五
〇
年
代
か
ら
一
貫
し
て
革
新
政
党
と
し
て
論
じ
て
お
り
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
生
じ
た
社
大
鰐
、
人
民

党
、
社
会
党
の
対
立
も
「
革
新
三
派
の
対
立
」
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
復
帰
協
結
成
に
つ
い
て
も
革
新
勢
力
の
結
集
と
し
て

違
和
感
な
く
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
運
動
史
の
叙
述
が
中
心
で
あ
る
た
め
に
、
本
稿
で
扱
う
一
九
六
〇
年
の
立
法
院
選
や
一
九
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
年
の
那
覇
市
長
選
に
お
け
る
三
党
の
対
立
や
共
闘
過
程
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。
我
部
政
男
も
ま
た
、
新
崎
の
著
書
を
参
照
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

つ
つ
、
同
様
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
そ
れ
に
対
し
、
比
嘉
幹
郎
は
、
～
九
五
〇
年
代
の
社
大
党
を
中
道
政
党
と
捉
え
、
人
民
党
や
社
会
党
と
は
は
っ
き
り
と
一
線
を
引
い
て
い
る
。

ま
た
、
｝
九
五
八
年
の
那
覇
市
長
選
以
降
、
社
大
身
と
民
主
党
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
さ
し
て
、
社
大
鷲
は
「
穏
健
な
立
場
を
と
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
い
い
、
一
九
六
〇
年
の
立
法
院
選
惨
敗
後
に
中
道
を
そ
れ
て
左
傾
化
し
、
一
九
六
一
年
の
糸
満
お
よ
び
那
覇
の
首
長
選
で
人
民
・

社
会
両
党
と
共
闘
し
た
と
す
る
。
比
嘉
の
研
究
は
、
政
党
の
政
策
や
支
持
基
盤
、
選
挙
の
分
析
な
ど
に
重
点
が
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
が
社
大
耳

の
評
価
や
、
一
九
六
～
年
の
共
闘
へ
の
言
及
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
大
枠
と
し
て
異
論
は
な
い
が
、
共
闘
に
関
し
て
は
、
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戦後沖縄における保革対立軸の形成（櫻澤）

結
果
に
基
づ
く
事
実
の
指
摘
に
止
ま
っ
て
お
り
、
経
緯
や
方
針
に
つ
い
て
具
体
的
に
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
～
方
、
我
部
政
明
は
、
政
権
と
の
距
離
や
党
の
組
織
・
政
策
と
い
っ
た
従
来
の
政
党
論
か
ら
離
れ
、
社
大
魚
は
地
域
政
党
で
あ
り
沖
縄
住
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
願
望
を
集
約
し
て
動
く
が
ゆ
え
に
、
時
代
状
況
に
応
じ
て
行
動
、
姿
勢
は
左
右
に
傾
く
の
だ
と
論
じ
た
。
復
帰
後
も
本
土
政
党
に
系
列
化
さ

れ
な
か
っ
た
社
大
党
を
、
結
成
時
か
ら
地
域
政
党
と
し
て
論
じ
よ
う
と
す
る
こ
う
し
た
手
法
は
、
江
上
能
義
、
今
林
直
樹
の
研
究
に
も
同
様
に

　
　
　
　
⑦

み
て
と
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
は
、
そ
も
そ
も
本
土
側
と
の
関
係
性
の
中
で
生
じ
る
こ
と
に
な
る
、
復
帰
協
の
成
立
と
三
党
の

共
闘
と
の
連
関
に
つ
い
て
は
深
く
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
五
〇
年
代
初
頭
に
結
成
さ
れ
た
沖
縄
の
政
党

は
、
す
べ
て
本
土
政
党
と
は
別
文
脈
で
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
社
大
汗
だ
け
が
独
自
の
道
を
歩
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
分
析
手
法
に
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
復
帰
協
結
成
後
に
「
革
新
三
党
」
が
共
闘
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
疑
問
の
余
地
な
く
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
復
帰
協
が
本
土
革
新
勢
力
・
政
党
と
連
携
し
て
い
く

こ
と
も
必
然
と
さ
れ
て
い
る
。
共
闘
の
成
立
過
程
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
狭
義
の
沖
縄
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
現
代
史
の
通
史
的
理
解
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
理
解
は
、
実
態
に
即
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
本
稿
で
論
じ
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
復
帰
協
結
成
時
に
は
野
党
三
平
間

に
は
対
立
が
あ
り
、
直
後
の
立
法
院
選
に
お
い
て
は
、
沖
縄
自
民
党
に
対
す
る
よ
り
も
激
し
い
戦
い
が
三
党
間
で
な
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、

「
革
新
三
党
」
と
い
う
括
り
自
体
が
復
帰
協
結
成
時
に
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
沖
縄
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
社
大
首
は
む
し
ろ
保
守
勢
力
と
見
な
さ

れ
て
い
た
。
共
闘
へ
の
過
程
は
険
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
復
帰
協
結
成
当
初
か
ら
保
革
対
立
、
一
枚
岩
の
革
新
勢
力
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え

る
の
は
事
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
む
し
ろ
、
本
土
側
と
の
関
係
性
の
な
か
で
、
復
帰
協
結
成
後
に
「
革
新
三
党
」
と
し
て
結
集
し
て
い
く
過
程
を

捉
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
、
平
良
好
利
は
、
復
帰
協
文
書
を
用
い
な
が
ら
、
一
九
六
一
年
六
月
の
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
共
同
声
明
に
お
い
て
、
沖
縄
返
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還
が
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
失
望
か
ら
、
復
帰
協
は
態
度
を
一
変
さ
せ
、
翌
年
四
月
の
総
会
に
お
い
て
、
日
米
両
政
府
を
敵
と
規

定
し
（
日
本
共
産
党
お
よ
び
人
民
党
の
方
針
で
あ
る
「
二
つ
の
敵
」
論
の
影
響
）
、
そ
れ
以
降
、
復
帰
協
は
本
土
革
新
勢
力
に
接
近
し
連
帯
を
強
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
く
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
総
会
決
定
へ
の
共
同
声
明
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
否
定
し
得
な
い
の
だ
が
、
む
し
ろ
そ
の
前
提
と
し
て
、
前
年
一
二

月
の
那
覇
市
長
選
に
お
い
て
革
新
共
闘
が
成
立
し
、
本
土
革
新
勢
力
か
ら
の
全
面
的
支
援
が
得
ら
れ
た
経
験
を
重
視
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
本

土
革
新
勢
力
と
の
提
携
に
は
、
沖
縄
側
に
保
守
党
対
革
新
三
党
と
い
う
「
保
革
対
立
軸
」
、
「
復
帰
運
動
1
1
革
新
勢
力
」
と
い
う
図
式
が
成
立
し

て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
冷
戦
下
に
お
け
る
日
本
の
保
革
対
立
、
そ
し
て
そ
の
対
立
構
造
が
自
民
党
一
党
優
位
体
制
の
下

に
固
定
化
さ
れ
た
五
五
年
体
制
の
中
に
お
い
て
、
対
す
る
本
土
革
新
勢
力
が
復
帰
協
と
連
帯
し
て
い
く
過
程
を
沖
縄
側
か
ら
検
証
し
て
い
く
も

の
で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
本
稿
で
は
、
沖
縄
教
職
員
会
の
動
向
に
も
多
く
の
紙
幅
を
さ
い
て
い
る
。
教
職
員
会
が
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
貫
し
て
復
帰
運
動
な

ど
社
会
運
動
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
教
育
界
か
ら
は
多
く
の
政
治
家
が
墾
出
さ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
前
後
に

は
「
革
新
勢
力
」
の
母
体
と
な
る
べ
き
労
働
組
合
等
は
い
ま
だ
に
草
創
期
・
発
展
期
に
あ
り
、
組
織
力
と
し
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
社
会
運

動
を
担
っ
た
教
職
員
会
お
よ
び
青
年
会
（
青
年
教
員
が
中
核
）
の
力
が
大
き
か
っ
た
。
当
該
期
の
政
治
、
運
動
に
つ
い
て
、
ま
た
両
者
の
連
関
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
考
え
る
際
に
は
、
教
職
員
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
、
復
帰
協
に
集
っ
た
三
党
が
対
立
状
態
か
ら
い
か
に
共
闘
を
成
立
さ
せ
、
ま
た
、
そ
れ
が
「
革
新
共
闘
」
と
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
に
本
土
側
の
保
革
対
立
軸
が
消
滅
し
て
い
っ
た
一
方

で
、
形
を
変
え
つ
つ
現
在
も
な
お
継
続
し
て
い
る
沖
縄
の
保
革
対
立
軸
の
源
流
を
み
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
①
　
我
部
政
明
『
戦
後
日
米
関
係
と
安
全
保
障
㎞
（
吉
州
弘
文
選
、
二
〇
〇
七
年
）
、
　
　
　
　
　
（
宮
黒
政
玄
編
『
戦
後
沖
縄
の
政
治
と
下
伸
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
）
、

　
　
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
照
。

　
②
各
政
党
の
成
立
過
程
、
方
針
の
変
容
過
程
に
つ
い
て
は
、
比
嘉
幹
郎
『
沖
縄
　

③
中
野
好
夫
・
新
崎
盛
暉
『
沖
縄
載
後
史
』
（
岩
波
書
店
、
｛
九
七
六
年
）
、
新
崎

　
　
政
治
と
政
党
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
）
、
同
門
政
党
の
結
成
と
性
格
」
　
　
　
　
盛
暉
『
戦
後
沖
縄
史
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
六
年
）
、
な
ど
。

104 （568）



④
我
部
政
男
「
六
〇
年
代
復
帰
運
動
の
展
開
」
（
前
掲
『
戦
後
沖
縄
の
政
治
と

　
法
』
）
。

⑤
前
掲
『
沖
縄
政
治
と
政
党
㎞
、
比
嘉
幹
郎
「
沖
縄
の
復
帰
運
動
」
（
日
本
国
際

　
政
治
学
会
編
『
沖
縄
返
還
交
渉
の
政
治
過
程
（
国
際
政
治
5
2
）
臨
有
斐
閣
、
｝
九

　
七
五
年
）
。

⑥
我
部
政
明
門
戦
後
沖
縄
の
政
治
」
（
東
江
平
之
・
宮
城
悦
二
郎
・
保
坂
慶
志
編

　
『
沖
縄
を
考
え
る
㎞
大
田
昌
秀
先
生
退
官
記
念
事
業
会
、
一
九
九
〇
年
）
。

⑦
江
上
能
義
「
沖
縄
の
戦
後
政
治
に
お
け
る
『
6
8
年
体
制
㎞
の
形
成
と
崩
壊

　
（
上
）
・
（
下
）
」
（
『
琉
大
法
学
習
五
七
・
五
八
、
一
九
九
六
・
九
七
年
）
。
今
林
直

　
勢
門
戦
後
沖
縄
の
政
治
と
沖
縄
社
会
大
衆
党
」
（
『
姫
路
法
学
腫
二
九
・
三
〇
、
二

　
〇
〇
〇
年
）
。

⑧
佐
藤
昌
｝
郎
「
戦
後
の
沖
縄
」
（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
噛
講
座

　
日
本
歴
史
　
一
一
漏
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
、
同
「
大
衆
的
諸
運
動

　
の
展
開
と
保
守
・
革
新
」
（
歴
史
学
研
究
会
編
『
日
本
同
時
代
史
　
三
』
青
木
書

　
店
、
一
九
九
〇
年
）
、
新
崎
盛
暉
「
日
米
安
保
体
制
と
沖
縄
」
（
渡
辺
治
編
槻
日
本

　
の
時
代
史
　
二
七
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）
、
な
ど
。
な
お
、
噸
岩
波
講
座

　
日
本
通
史
　
二
〇
猛
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
、
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研

　
究
会
編
『
日
本
史
講
座
　
一
〇
蝕
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
に
は
復

　
帰
協
に
対
す
る
直
接
的
な
言
及
が
な
い
。

⑨
平
良
好
利
「
沖
縄
復
帰
運
動
の
政
治
的
動
体
」
（
噸
国
際
関
係
学
研
究
』
～
五
、

　
二
〇
〇
二
年
）
。

⑩
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
門
戦
後
沖
縄
復
帰
運
動
史
研
究
の
課
題
」
（
『
新
し

　
い
歴
史
学
の
た
め
に
臨
一
一
六
二
、
二
〇
〇
七
年
）
、
同
コ
九
五
〇
年
代
沖
縄
の

　
地
域
に
お
け
る
教
員
の
役
割
に
つ
い
て
」
（
『
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀

　
要
㎞
九
〇
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

戦後沖縄における保革対立軸の形成（櫻澤）

　
第
一
章
で
は
、

て
お
き
た
い
。

第
一
章
　
統
治
政
策
の
転
換
と
復
帰
協
の
結
成

ま
ず
次
章
以
降
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
政
局
お
よ
び
復
帰
協
の
結
成
過
程
な
ど
に
つ
い
て
概
括
し

（一

j
　
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
沖
縄
政
界
再
編

　
沖
縄
社
会
党
（
一
九
五
八
年
結
成
）
、
沖
縄
自
由
民
主
党
（
一
九
五
九
年
結
成
）
以
前
の
沖
縄
の
政
党
は
、
本
土
政
党
と
は
別
文
脈
に
結
成
さ
れ

て
い
る
。
～
九
四
七
年
五
月
に
沖
縄
群
島
内
の
在
野
に
い
た
指
導
者
層
を
網
羅
す
る
形
で
開
か
れ
た
沖
縄
建
設
懇
談
会
の
熱
が
冷
め
ぬ
間
に
、

沖
縄
民
主
同
盟
（
六
月
）
、
社
会
党
（
九
月
。
後
の
社
会
党
と
は
別
）
と
と
も
に
、
七
月
、
戦
前
の
社
会
主
義
運
動
の
経
験
者
を
中
心
に
人
罠
党
が
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結
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
五
〇
年
九
月
に
沖
縄
群
島
知
事
に
当
選
し
た
平
良
辰
雄
を
中
心
に
、
一
〇
月
に
社
大
聖
が
結
成
さ
れ
る
。
だ
が
、

平
良
・
社
大
党
は
復
帰
促
進
を
図
る
な
ど
し
て
、
米
軍
政
と
は
相
い
れ
な
か
っ
た
た
め
、
群
島
政
府
は
解
消
さ
れ
、
四
群
島
（
奄
美
・
沖
縄
・

宮
古
・
八
重
山
）
を
ま
と
め
て
～
九
五
二
年
四
月
に
発
足
し
た
琉
球
政
府
の
行
政
主
席
と
な
っ
た
の
は
、
平
良
辰
雄
の
盟
友
・
比
嘉
秀
平
で
あ

っ
た
。
比
嘉
と
そ
の
支
持
派
は
社
大
層
を
脱
党
し
、
知
事
選
で
平
良
と
対
立
し
た
松
岡
政
保
の
支
持
者
に
よ
り
結
成
さ
れ
て
い
た
共
和
党
（
民

主
同
盟
の
流
れ
を
く
む
）
と
合
流
し
て
、
一
九
五
二
年
八
月
に
琉
球
民
主
党
を
結
成
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
九
五
八
年
ま
で
続
く
、
民
主
党
、

社
大
党
、
人
民
党
の
三
党
体
制
が
成
立
す
る
。
各
政
党
の
理
念
や
方
針
に
つ
い
て
、
比
嘉
幹
郎
は
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
ま
ず
民
主
党

は
、
親
米
主
義
、
現
実
主
義
、
漸
進
主
義
、
自
由
企
業
主
義
、
大
衆
へ
の
不
信
感
、
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
大
逆
は
、
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
を
基
底
と
し
、
社
会
主
義
、
資
本
主
義
の
い
ず
れ
も
全
面
的
に
肯
定
も
否
定
も
せ
ず
、
自
ら
を
国
民
政
党
と
規
定
し
た
。
ま
た
、
政
財

界
の
特
権
階
級
や
、
政
権
交
代
を
許
さ
な
い
全
体
主
義
的
な
傾
向
に
は
反
対
し
た
。
人
民
党
は
、
公
式
に
は
社
会
主
義
や
共
産
主
義
を
党
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
採
用
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
～
九
五
〇
年
代
中
頃
に
は
既
に
日
本
共
産
党
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
三
党
に
よ
る
政
局
図
は
、
米
国
の
統

治
政
策
転
換
、
そ
し
て
本
土
政
党
の
影
響
に
よ
っ
て
、
大
き
く
再
編
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
島
ぐ
る
み
土
地
闘
争
直
後
の
那
覇
市
長
選
で
当
選
し
た
瀬
長
亀
次
郎
（
人
民
党
）
を
米
軍
が
強
引
に
追
放
し
た
こ
と
に
よ
る
や
り
直
し
市
長

選
挙
（
一
九
五
八
年
一
月
一
二
日
）
で
、
瀬
長
支
援
の
た
め
に
人
民
党
と
社
大
嘗
那
覇
支
部
と
の
提
携
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
た
民
主
主
義
援

護
連
絡
協
議
会
（
民
連
）
は
、
兼
次
佐
一
（
前
社
大
党
那
覇
支
部
長
）
を
擁
立
し
、
平
良
辰
雄
（
社
大
宮
、
元
沖
縄
群
島
政
府
知
事
）
を
破
っ
て
当
選

さ
せ
る
。
民
連
の
統
一
候
補
を
め
ぐ
っ
て
は
社
大
乱
に
内
紛
が
生
じ
、
那
覇
支
部
が
離
脱
し
て
民
連
に
参
加
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
五
一
年

の
復
帰
署
名
運
動
以
来
、
共
闘
関
係
に
あ
っ
た
社
大
党
と
人
民
党
は
、
そ
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
。
ま
た
、
民
主
党
は
独
自
候
補
の
擁
立
が
で

き
ず
、
平
良
に
相
乗
り
し
た
。
こ
こ
に
、
民
連
西
社
大
・
民
主
の
構
図
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
民
連
は
そ
の
二
ヵ
月
後
の
第
四
圓

立
法
院
議
員
総
選
挙
（
三
月
一
六
日
）
に
お
い
て
改
選
前
の
一
議
席
か
ら
五
議
席
へ
と
躍
進
す
る
。
こ
の
選
挙
で
は
、
社
大
九
、
民
主
七
、
民

連
五
、
無
所
属
八
と
な
り
、
過
半
数
に
は
は
る
か
に
及
ば
な
い
も
の
の
社
大
饗
が
六
年
遅
り
に
第
一
党
と
な
っ
た
。
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戦後沖縄における保革対立軸の形成（櫻澤）

　
二
月
一
六
日
に
は
兼
次
市
長
ら
社
大
潟
脱
党
者
や
中
頭
地
区
の
青
年
会
幹
部
経
験
者
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
沖
縄
社
会
党
が
結
成
さ
れ
る
。

沖
縄
社
会
党
は
、
そ
の
立
党
宣
言
や
綱
領
の
な
か
で
、
暴
力
革
命
を
否
定
し
民
主
的
な
社
会
主
義
革
命
を
遂
行
す
る
こ
と
を
謳
い
、
日
本
社
会

党
の
地
方
支
部
的
性
格
を
持
つ
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
兼
次
は
、
社
大
言
が
「
革
新
政
党
ら
し
き
行
動
が
全
く
な
く
、
最
近
で
は
保
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

か
革
新
か
の
分
別
す
ら
つ
け
難
く
、
殆
ど
救
い
難
き
状
態
」
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
だ
が
、
兼
次
は
市
政
に
あ
た
っ
て
次
第
に
保
守
、
財
界
に

歩
み
寄
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
九
月
二
二
日
の
市
政
報
告
演
説
会
に
お
い
て
人
民
党
に
よ
る
市
長
糾
弾
が
お
こ
な
わ
れ
、
「
超
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

派
」
市
政
を
続
け
る
兼
次
は
沖
縄
社
会
党
か
ら
も
除
名
さ
れ
る
に
至
る
。
兼
次
は
市
政
へ
の
政
党
介
入
を
批
判
し
つ
つ
、
「
超
党
派
」
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

市
政
運
営
で
四
年
の
任
期
を
乗
り
切
る
こ
と
に
な
る
。

　
沖
縄
社
会
党
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
土
と
の
関
係
を
考
え
た
場
合
、
社
大
虚
に
重
大
な
懸
念
を
生
じ
さ
せ
た
。
社
野
党
は
日
本
社
会
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
「
支
部
待
遇
」
を
求
め
、
一
九
五
三
年
九
月
一
〇
日
の
中
執
委
で
認
め
ら
れ
て
い
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
社
大
幕
の
～
部
が
分
裂

し
て
沖
縄
社
会
党
を
結
成
し
、
日
本
社
会
党
の
地
方
支
部
と
し
て
の
性
格
を
明
確
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
関
係
性
は
不
透
明
な
も
の
と

な
っ
て
し
ま
う
。
日
本
社
会
党
中
執
委
は
、
沖
縄
社
会
党
結
成
直
前
の
二
月
五
日
、
沖
縄
社
会
党
結
成
準
備
会
と
社
大
嘗
が
「
社
会
主
義
政
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
精
神
を
も
っ
て
速
か
に
統
一
政
党
を
結
成
」
す
る
よ
う
呼
び
か
け
を
お
こ
な
う
が
、
ま
さ
に
そ
の
「
社
会
主
義
政
党
の
精
神
」
の
有
無
で
分

裂
し
た
両
党
が
再
び
統
一
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
、
一
九
五
八
年
一
｝
月
に
ブ
ー
ス
高
等
弁
務
官
に
よ
っ
て
、
立
法
院
の
第
一
党
か
ら
主
席
を
任
命
す
る
と
い
う
「
第
一
党
方
式
」
が

公
表
さ
れ
る
。
即
ち
、
立
法
院
選
で
社
端
整
が
第
一
党
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
翌
年
の
主
席
任
期
切
れ
を
前
に
し
て
、
各
派
並
列
状
態
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
保
守
の
合
同
を
促
す
と
と
も
に
、
「
保
守
党
」
と
社
大
党
に
よ
る
二
大
政
党
制
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
民
主
党
と
社
大
党

は
賛
成
、
人
民
党
と
社
会
党
は
反
対
の
姿
勢
を
表
す
。
～
二
月
に
は
、
当
言
主
席
、
民
主
党
、
社
大
党
の
主
導
に
よ
り
、
土
地
闘
争
「
四
原

則
」
を
破
る
、
新
規
接
収
黙
認
、
賠
償
未
解
決
と
い
う
形
で
土
地
問
題
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
る
。
人
民
党
、
社
会
党
は
こ
れ
に
対
し
激
し
く
反

発
す
る
。
一
九
五
八
年
一
月
の
那
覇
市
長
選
以
来
、
民
主
、
社
大
の
協
力
関
係
に
よ
っ
て
政
周
は
動
い
て
い
た
。
一
九
五
九
年
一
〇
月
五
日
に
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は
、
民
主
党
と
、
保
守
系
無
所
属
議
員
で
結
成
さ
れ
て
い
た
新
政
会
、
そ
し
て
琉
球
政
府
内
の
当
間
派
と
い
う
保
守
三
派
の
合
同
に
よ
っ
て
沖

縄
自
由
民
主
党
が
結
成
さ
れ
る
。
一
〇
月
二
一
日
に
は
、
前
副
主
席
で
あ
る
大
田
政
作
が
主
席
に
任
命
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
沖
縄
政
界
再
編
の
背
景
に
は
、
第
三
節
で
詳
述
す
る
米
国
の
沖
縄
統
治
政
策
の
転
換
と
と
も
に
、
一
九
五
六
年
の
プ
ラ
イ
ス
勧
告

発
表
と
そ
れ
に
対
抗
し
て
生
じ
た
島
ぐ
る
み
土
地
闘
争
以
降
、
本
土
政
党
が
沖
縄
の
問
題
に
本
格
的
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

⑧る
。
沖
縄
の
保
守
合
岡
を
本
土
自
民
党
は
歓
迎
し
、
ま
た
、
大
田
政
作
主
席
と
沖
縄
自
民
党
は
、
日
本
政
府
か
ら
の
援
助
を
得
よ
う
と
積
極
的

に
日
本
政
府
・
自
民
党
に
接
近
し
て
い
く
。
沖
縄
自
民
党
と
命
名
し
た
所
以
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。
か
つ
て
沖
縄
保
守
政
党
が
米
国
側
を
意
識
し

て
共
和
党
、
民
主
党
と
名
乗
っ
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
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（
二
）
復
帰
協
の
結
成

　
～
九
五
〇
年
代
前
半
に
沖
縄
教
職
員
会
と
沖
縄
青
年
連
合
会
（
沖
青
連
）
を
中
心
に
試
み
ら
れ
た
復
帰
運
動
は
共
産
主
義
と
結
び
付
け
ら
れ
、

米
国
の
徹
底
的
な
弾
圧
に
よ
っ
て
一
九
五
四
年
に
は
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
土
地
闘
争
お
よ
び
瀬
長
亀
次
郎

の
那
覇
市
長
当
選
、
民
連
ブ
ー
ム
は
後
述
の
よ
う
に
米
国
の
沖
縄
統
治
政
策
の
転
換
を
促
す
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
再
び
復
帰
運
動
の
組
織

化
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
り
、
一
九
六
〇
年
四
月
二
八
日
、
復
帰
協
が
結
成
さ
れ
る
。
そ
の
前
提
に
は
、
土
地
闘
争
以
降
の
沖
青
連
を
中
心
と

し
た
復
帰
運
動
の
再
興
が
あ
っ
た
。
～
九
五
七
年
四
月
に
は
、
米
軍
の
露
骨
な
干
渉
の
な
か
で
、
沖
青
連
は
復
帰
県
民
大
会
を
単
独
開
催
す
る
。

一
九
五
八
年
八
月
に
は
中
頭
の
青
年
会
幹
部
が
中
心
と
な
っ
て
原
水
爆
禁
止
沖
縄
県
協
議
会
（
沖
縄
原
水
協
）
が
結
成
さ
れ
、
以
降
、
沖
縄
原

水
協
主
催
に
よ
る
復
帰
大
会
が
～
九
五
八
年
一
一
月
と
五
九
年
一
月
に
開
催
さ
れ
る
。
ま
た
、
沖
青
連
は
各
会
員
が
職
場
で
労
組
を
結
成
す
る

よ
う
促
し
、
一
九
五
八
年
＝
月
の
沖
縄
官
公
庁
労
働
組
合
協
議
会
（
官
公
労
）
な
ど
、
主
要
組
合
が
結
成
さ
れ
る
。
復
帰
運
動
は
、
一
九
五

〇
年
代
に
は
教
職
員
会
と
沖
青
連
が
両
軸
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
教
職
員
会
と
、
青
年
会
運
動
を
経
た
幹
部
に
率
い
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
労
組
が
中
心
と
な
っ
て
い
く
。
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こ
う
し
た
復
帰
運
動
の
再
興
が
、
復
帰
協
の
結
成
に
ま
で
機
運
が
高
ま
っ
た
の
は
、
安
保
改
定
を
め
ぐ
る
本
土
側
の
政
局
に
お
い
て
、
沖
縄

が
「
棄
て
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
に
対
す
る
危
機
感
、
切
迫
感
が
存
在
し
た
。
一
九
五
五
年
　
月
の
「
朝
日
報
道
」
、
お
よ
び
そ
の
後
の
土
地
闘

争
、
瀬
長
那
覇
蕃
書
問
題
な
ど
に
よ
っ
て
、
本
土
側
の
メ
デ
ィ
ア
が
沖
縄
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
六
年
に
は
東
京
な
ど
で
大
規
模

な
国
民
大
会
が
開
か
れ
、
南
方
同
胞
援
護
会
、
沖
縄
問
題
解
決
国
民
運
動
連
絡
会
議
（
沖
縄
連
）
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
総
体
と
し
て
み
れ
ば

沖
縄
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
く
。
だ
が
、
安
保
改
定
を
め
ぐ
っ
て
、
共
同
防
衛
地
域
に
沖
縄
を
含
め
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
際
、
野
党

側
も
が
「
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
る
お
そ
れ
あ
り
」
と
し
て
含
め
る
こ
と
に
反
対
す
る
な
か
で
、
結
局
、
「
含
め
な
い
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
沖
縄
側
か
ら
す
れ
ば
、
与
野
党
と
も
に
沖
縄
を
日
本
の
外
部
と
規
定
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
五
九
年
～
月
一
六
日
の

沖
縄
祖
国
復
帰
促
進
県
民
大
会
（
沖
縄
原
水
協
主
催
）
は
民
主
党
を
含
む
党
派
を
超
え
た
政
党
、
団
体
が
参
加
し
、
意
見
が
分
か
れ
る
な
か
で
教

職
員
会
、
社
大
党
な
ど
が
示
し
た
「
棚
上
げ
」
論
が
採
用
さ
れ
、
共
同
防
衛
地
域
に
含
め
る
含
め
な
い
を
問
題
に
す
る
前
に
、
ま
ず
施
政
権
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

還
を
要
求
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
る
。
県
民
大
会
は
、
金
会
一
致
の
見
解
に
よ
っ
て
分
裂
を
回
避
し
た
。
そ
し
て
、
安
保
改
定
交
渉
に
お
い
て

本
土
と
の
温
度
差
が
明
白
で
あ
っ
た
こ
と
に
危
機
意
識
が
高
ま
り
、
沖
縄
自
民
党
も
含
め
た
超
党
派
に
よ
る
復
帰
推
進
団
体
の
再
組
織
化
が
浮

上
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
六
〇
年
二
月
一
七
日
、
教
職
員
会
の
福
地
陵
昭
が
呼
び
か
け
る
形
で
、
教
育
会
館
に
一
六
団
体
の
代
表
が
集
ま
り
、
復
帰
促
進
懇
談
会

が
開
か
れ
、
そ
の
場
で
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
結
成
準
備
会
に
き
り
か
え
ら
れ
る
。
準
備
会
が
重
ね
ら
れ
る
中
で
、
当
初
は
沖
縄
自
民
党
代

表
も
参
加
し
て
い
た
が
、
自
民
党
は
「
世
界
情
勢
な
ら
び
に
琉
球
の
現
実
に
立
脚
し
、
日
米
琉
相
互
の
信
頼
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

復
帰
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
復
帰
は
民
族
運
動
と
か
抵
抗
、
闘
争
に
よ
っ
て
か
ち
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
、
「
反
米
親
ソ
的

分
子
に
よ
る
祖
国
復
帰
運
動
と
対
決
し
、
あ
く
ま
で
積
み
重
ね
方
式
に
よ
る
復
帰
を
促
進
す
る
」
と
の
態
度
を
決
め
て
参
加
を
拒
否
し
た
た
め
、

参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
七
〇
団
体
の
大
半
は
参
加
を
見
合
わ
せ
、
一
七
団
体
に
よ
っ
て
、
一
九
六
〇
年
四
月
二
八
日
、
復
帰
協
が
結
成
さ
れ

⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
。
そ
の
後
、
参
加
を
見
合
わ
せ
た
団
体
も
徐
々
に
加
盟
し
、
一
九
六
一
年
に
は
二
八
団
体
、
一
九
六
三
年
に
は
五
七
団
体
と
増
え
て
い
く
。
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ま
た
、
会
長
に
推
さ
れ
た
屋
良
朝
苗
教
職
員
会
会
長
が
会
長
就
任
を
固
辞
し
た
た
め
に
会
長
不
在
で
発
足
、
後
日
、
赤
嶺
武
次
官
公
労
委
員
長

が
初
代
会
長
に
就
任
す
る
。

　
そ
れ
ま
で
復
帰
問
題
に
関
し
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
以
来
、
～
九
五
九
年
の
復
帰
大
会
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
復
帰
を
最
優
先
す
る

姿
勢
か
ら
、
民
主
党
を
含
め
て
統
一
歩
調
、
「
島
ぐ
る
み
」
精
神
が
堅
持
さ
れ
て
き
た
が
、
復
帰
協
結
成
に
お
い
て
自
民
党
は
加
盟
を
拒
否
し
、

社
大
都
、
人
民
党
、
社
会
党
が
復
帰
協
に
集
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
自
民
党
の
離
脱
か
ら
三
党
の
共
闘
へ
、
と
い
う
よ
う
に
話
は
単
純
に
は

進
ま
な
い
。
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
当
時
、
三
党
は
対
立
す
る
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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（
三
）
　
復
帰
運
動
と
「
積
み
重
ね
方
武
」

　
沖
縄
自
民
党
が
復
帰
協
結
成
に
あ
た
っ
て
、
大
衆
運
動
と
し
て
の
復
帰
運
動
を
拒
ん
だ
背
景
に
は
、
米
国
の
統
治
政
策
転
換
に
よ
る
経
済
政

策
の
重
点
化
で
経
済
成
長
が
促
進
さ
れ
、
親
米
保
守
勢
力
の
安
定
化
が
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
米
国
民
政
府
は
、
沖
縄
住
民
に
よ
る

復
帰
運
動
や
土
地
闘
争
の
原
因
は
沖
縄
の
不
安
定
な
地
位
と
経
済
的
問
題
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
一
九
五
七
年
六
月
、
日
米
共
同
声
明
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
潜
在
的
主
権
」
が
再
確
認
さ
れ
る
一
方
で
、
同
月
に
高
等
弁
務
官
綱
が
敷
か
れ
、
沖
縄
統
治
政
策
の
再
編
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ド
ル

切
り
替
え
（
一
九
五
八
年
九
月
目
、
土
地
問
題
解
決
（
同
年
一
一
一
月
）
、
琉
球
開
発
金
融
公
社
設
立
（
一
九
五
九
年
九
月
目
、
琉
球
経
済
援
助
法
（
プ
ラ

イ
ス
法
、
一
九
六
〇
年
七
月
）
な
ど
重
要
な
経
済
政
策
が
次
々
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
復
帰
運
動
を
抑
え
る
手
段
と
し
て
は
、
共
産
主
義
の
脅
威
を
理
由
に
米
国
に
よ
る
沖
縄
の
長
期
的
保
有
を
言
明
し
、
復
帰
運
動
は
共

産
主
義
と
結
び
つ
け
て
弾
圧
し
、
住
民
に
対
し
て
は
反
共
の
安
全
保
障
上
の
要
請
を
啓
蒙
し
て
米
軍
に
協
力
さ
せ
る
方
針
を
と
っ
て
き
た
。
だ

が
、
こ
の
方
法
で
は
も
は
や
復
帰
運
動
を
抑
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
住
民
の
生
活
水
準
を
実
質
的
に
日
本
の
し
か
る
べ
き
門
並
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
す
る
こ
と
で
、
問
題
の
争
点
化
を
未
然
に
抑
制
す
る
と
い
う
方
針
へ
と
政
策
を
転
換
す
る
。

　
そ
し
て
、
米
国
民
政
府
は
、
統
治
安
定
の
た
め
に
、
親
米
保
守
の
安
定
政
権
樹
立
と
、
穏
健
な
社
事
済
と
の
二
大
政
党
制
を
企
図
し
て
「
第
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一
党
方
式
」
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
結
成
さ
れ
た
沖
縄
自
民
党
が
打
ち
出
し
た
の
が
、
本
土
自
民
党
と
の
連
携
の
も
と
に
、

経
済
を
重
視
し
な
が
ら
本
土
と
の
関
係
を
強
め
て
い
く
「
積
み
重
ね
方
式
」
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
は
、
「
日
米
琉
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
も

と
、
交
渉
に
よ
っ
て
復
帰
を
実
現
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
復
帰
協
の
打
ち
出
し
た
、
大
衆
運
動
に
よ
っ
て
復
帰
を
現
実
化

し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
沖

縄
自
民
党
も
復
帰
を
方
針
と
し
て
明
確
に
掲
げ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
復
帰
協
内
に
お
い
て
も
、
沖
縄
自
民
党
お
よ
び

そ
の
支
持
者
を
反
復
帰
と
決
め
付
け
る
こ
と
に
対
す
る
躊
躇
を
生
む
こ
と
と
な
る
。

　
復
帰
協
は
、
当
初
か
ら
保
守
に
対
す
る
対
抗
軸
と
し
て
結
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
「
島
ぐ
る
み
」
で
復
帰
問
題
に
対
処
す
る
と
い

う
、
一
九
五
〇
年
代
以
来
の
方
針
を
ふ
ま
え
た
組
織
と
し
て
結
成
準
備
が
進
め
ら
れ
た
が
、
沖
縄
自
民
党
が
参
加
を
拒
否
し
た
こ
と
で
、
相
互

に
対
立
し
て
い
た
社
大
・
人
民
・
社
会
の
三
党
の
み
が
抱
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
結
成
経
緯
ゆ
え
に
、
六
月
の

「
ア
イ
ク
請
願
デ
モ
」
で
そ
の
存
在
感
を
示
し
た
復
帰
協
は
、
す
ぐ
さ
ま
秋
の
立
法
院
選
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
に
陥
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
党
は
、
復
帰
協
で
は
対
立
を
さ
け
る
「
棚
上
げ
」
方
針
の
な
か
で
連
帯
で
き
て
も
、
選
挙
の
場
合
、
と
く
に
、
小
選
挙
区
、
首
長
選
の
場
合

は
候
補
を
～
入
に
絞
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
当
然
な
が
ら
、
復
帰
協
内
で
の
運
動
と
選
挙
の
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

①
前
掲
「
政
党
の
結
成
と
性
格
」
、
二
五
五
～
二
六
一
頁
。
人
民
党
に
つ
い
て
は
、

　
森
宣
雄
「
解
説
　
沖
縄
非
合
法
共
産
党
に
お
け
る
連
帯
の
問
題
i
歴
史
と
現
在

　
1
」
（
森
宣
雄
・
国
場
幸
太
郎
編
『
戦
後
初
期
沖
縄
解
放
運
動
資
料
集
　
第
3

　
巨
細
不
二
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

②
中
野
好
夫
編
騨
戦
後
資
料
沖
縄
臨
（
冒
本
評
論
社
、
一
九
六
九
年
）
、
二
七
一
頁
。

③
前
掲
「
政
党
の
結
成
と
性
格
」
、
二
四
五
頁
。

④
兼
次
佐
【
『
真
実
の
落
書
駄
（
一
九
七
六
年
）
、
参
照
。

⑤
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
3
巻
5
紬
（
那
覇
市
、
二
〇
〇
五
年
）
、
六
九
頁
。

⑥
前
掲
『
戦
後
資
料
沖
縄
駈
、
二
七
一
頁
。

⑦
前
掲
門
政
党
の
結
成
と
性
格
」
、
二
四
九
頁
。

⑧
以
下
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
本
土
政
党
の
方
針
、
対
応
に
つ
い
て
は
、
渡

　
辺
昭
夫
欄
戦
後
日
本
の
政
治
と
外
交
幅
（
福
村
出
版
、
一
九
七
〇
年
）
を
参
照
。

⑨
前
掲
拙
稿
コ
九
五
〇
年
代
沖
縄
の
地
域
に
お
け
る
教
員
の
役
割
に
つ
い
て
」
、

　
参
照
。

⑩
前
掲
噸
戦
後
資
料
沖
縄
』
、
二
九
五
頁
。

⑪
福
地
畷
昭
「
祖
国
復
帰
運
動
を
起
こ
す
」
（
那
覇
市
企
画
部
市
葬
編
集
室
編

　
噸
沖
縄
の
働
奨
　
市
民
の
戦
報
戦
後
体
験
記
2
㎞
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、

　
一
九
入
一
年
）
、
三
七
八
頁
。
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⑫
沖
縄
県
祖
国
復
帰
闘
争
史
編
纂
委
員
会
編
『
沖
縄
県
祖
国
復
帰
闘
争
史
資
料

編
腕
（
沖
縄
時
事
出
版
、
一
九
八
二
年
）
、
一
三
四
八
頁
。

⑬
統
治
政
策
転
換
に
関
し
て
は
、
河
野
康
子
『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外

交
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）
、
宮
里
政
玄
『
日
米
関
係
と
沖
縄
』

　
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

⑭
前
掲
『
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と
外
交
隔
、
一
九
一
頁
。

112 （576）

第
二
章
　
立
法
院
選
に
お
け
る
分
裂
と
惨
敗

（㎜

j
　
第
五
回
立
法
院
議
員
選
挙

　
一
九
六
〇
年
一
一
月
一
三
日
に
行
わ
れ
た
第
五
回
立
法
院
議
員
選
挙
（
定
数
二
九
）
は
、
「
第
～
党
方
式
」
を
前
提
と
す
る
総
選
挙
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
前
回
よ
り
も
無
所
属
候
補
が
激
減
し
、
選
挙
は
政
権
選
択
の
体
裁
を
帯
び
た
。
ま
た
こ
の
選
挙
は
、
本
土
側
が
初
め
て
公
然
と
介

入
を
行
っ
た
選
挙
と
も
な
っ
た
。
自
民
党
は
沖
縄
自
民
党
、
日
本
社
会
党
は
沖
縄
社
会
党
の
支
持
を
そ
れ
ぞ
れ
表
明
し
た
ほ
か
、
総
評
は
沖
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

社
会
党
と
人
民
党
に
資
金
支
援
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
選
挙
結
果
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
野
党
三
党
は
惨
敗
し
、
沖
縄
自
民
党
が
圧
勝
し
て
四
分
の
三
以
上
の
議
席
を
占
め
、
主
席
に
も
大
田
政

作
が
再
任
さ
れ
る
。
社
会
党
は
四
人
の
候
補
者
を
出
し
た
が
す
べ
て
落
選
し
、
一
議
席
も
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
改
選
直
前
の
自
民
一
五
、
社
，

大
九
、
人
民
五
（
元
・
民
連
）
と
い
う
与
野
党
伯
仲
の
勢
力
図
は
、
与
党
絶
対
安
定
へ
と
激
変
し
た
こ
と
に
な
る
。
野
党
三
党
が
こ
れ
ほ
ど
惨

敗
し
た
要
因
と
し
て
は
、
二
九
選
挙
区
（
小
選
挙
区
制
）
の
う
ち
、
野
党
三
党
が
複
数
候
補
を
出
し
て
対
立
し
た
選
挙
区
が
～
五
、
即
ち
全
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

挙
区
の
過
半
数
も
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
人
民
党
と
社
会
党
は
共
闘
体
制
を
取
っ
た
の
だ
が
、
候
補
を
一
本
化
で
き
な
い
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

そ
の
実
効
性
は
疑
問
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
か
け
声
に
終
わ
っ
た
共
闘
」
で
あ
っ
た
。
な
お
、
表
中
の
琉
球
国
民
党
は
、
一
九
五
八
年
＝
月
、

大
宜
味
基
督
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、
親
米
反
共
路
線
に
基
づ
く
「
自
主
独
立
」
を
提
唱
し
た
が
、
政
界
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
に
は
至
ら
な
か
っ

④
た
。



　
社
大
党
は
、
選
挙
前
、
九
月
の
定
期
大
会
に
お
い
て
、
「
わ
れ
わ
れ
の
党
は
（
中
略
）
祖
国
復
帰
す
る
こ
と
を
最
終
目
標
と
し
、
す
べ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

政
策
を
復
帰
の
促
進
に
即
応
せ
し
め
、
そ
の
実
現
を
図
る
」
と
党
綱
領
を
改
正
し
、
復
帰
政
党
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

本
土
側
と
の
系
列
に
は
固
執
せ
ず
、
沖
縄
独
自
の
政
党
と
し
て
、
本
土
政
党
と
の
柔
軟
な
友
好
関
係
を
可
能
と
し
た
。
た
だ
、
「
積
み
重
ね
方

式
」
に
よ
る
祖
国
復
帰
を
う
た
う
沖
縄
自
民
党
と
の
間
に
お
い
て
復
帰
を
争
点
と
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
「
祖
国
復
帰
」
は
「
社
大
、
革
新
の

専
売
特
許
と
み
ら
れ
て
い
た
の
に
そ
の
カ
ゲ
が
う
す
く
な
り
人
民
党
や
社
会
党
が
使
っ
た
「
即
時
復
帰
」
と
い
う
か
け
声
も
効
果
が
う
す
か
っ

⑥た
」
の
で
あ
る
。

　
選
挙
戦
に
お
い
て
、
復
帰
協
に
集
う
野
党
三
党
の
う
ち
、
社
大
党
と
人
民
党
・
社
会
党
と
の
対
立
は
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
社
大
毒
は
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
・
社
会
両
党
に
つ
い
て
、
「
日
本
復
帰
に
つ
い
て
も
平
和
共
存
と
か
完
全
軍
備
撤
廃
、

戦後沖縄における保革対立軸の形成（櫻澤）

　　　　　　表1　　第5園立法院議員テ巽挙

　　　　（1960年ll月13日　投票率84．73％〉

政党名 候補者数 嶺選者数（％） 総得票数（％）

自民党 29 22（75．9） 181，961（48．4）

社大党 26 5（17．2） 117，720（31．3）

人民党 13 1　（3．4） 41，114（10．9）

社会党 4 0　（0） 9，981（2．7）

圏民党 2 0　（0） 4，495（1．2）

無所属 6 1（3．4） 20，970（5．6）

計 80 29 376，241

沖縄戦後選挙史編集委員会編『沖縄戦後選挙史　第二

巻』　（沖紐｝県餌一流’会、1984年）　により作成

植
民
地
主
義
反
対
な
ど
と
い
っ
て
い
る
が
そ
れ
は
単
な
る
理
想
に
す
ぎ
な
い
。
」
「
第
一
党

方
式
を
う
け
い
れ
る
こ
と
を
沖
縄
を
相
手
に
売
り
渡
す
タ
ク
ラ
ミ
だ
と
い
う
の
は
余
り
に

先
走
っ
た
ヒ
ガ
ミ
根
性
だ
。
同
時
に
そ
れ
は
不
滅
で
あ
る
べ
き
民
族
の
魂
の
持
続
に
自
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
失
っ
た
者
の
い
い
分
で
あ
る
。
」
と
激
し
く
の
の
し
っ
た
。
一
方
、
社
会
党
は
社
大
党

に
対
し
て
、
コ
貫
し
て
い
え
る
こ
と
は
自
民
党
以
上
に
悪
質
で
あ
り
不
真
面
目
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
表
面
で
は
革
新
票
ほ
し
さ
に
革
新
ヅ
ラ
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
ウ
ラ
は

沖
縄
の
永
久
支
配
の
仕
組
み
に
手
を
貸
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
土
地
問
題
の
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

原
則
を
ふ
み
に
じ
っ
た
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
」
と
辛
ら
つ
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。

　
社
大
漁
と
、
共
闘
す
る
人
民
党
・
社
会
党
と
の
対
立
の
図
式
を
確
認
す
る
以
上
に
こ
こ

で
注
目
し
た
い
の
は
、
立
法
院
選
時
点
に
お
い
て
「
い
わ
ゆ
る
自
民
、
社
大
、
無
所
属
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

保
守
派
」
コ
方
人
民
、
社
会
の
革
薪
派
」
と
い
う
新
聞
の
表
現
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
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よ
う
に
、
「
革
新
」
と
い
え
ば
人
民
党
、
社
会
党
の
代
名
詞
で
あ
り
、
社
大
党
は
そ
れ
ま
で
の
政
策
か
ら
む
し
ろ
自
民
寄
り
の
「
保
守
」
と
み

な
さ
れ
て
お
り
、
社
他
党
が
「
革
新
ヅ
ラ
」
を
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
社
会
党
か
ら
も
批
判
が
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特

に
、
一
九
五
八
年
に
土
地
問
題
で
、
社
大
望
が
立
法
院
第
一
党
と
し
て
当
間
主
席
、
民
主
党
と
と
も
に
妥
協
的
終
結
を
は
か
っ
た
こ
と
は
、
人

民
党
と
社
会
党
に
と
っ
て
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
立
法
院
選
は
、
「
人
民
、
社
会
党
な
ど
は
自
民
党
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

対
す
る
攻
勢
よ
り
も
社
大
党
を
主
た
る
目
標
に
し
て
は
げ
し
く
戦
っ
た
よ
う
な
観
さ
え
呈
し
た
」
の
で
あ
る
。

114 （578）

（
二
）
復
帰
協
の
動
向

　
そ
れ
で
は
復
帰
協
は
立
法
院
選
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
、
次
に
検
討
し
て
い
こ
う
。

　
当
時
の
復
帰
協
の
方
針
は
、
「
安
保
条
約
に
は
原
則
的
に
反
対
と
の
立
場
を
取
り
つ
つ
も
、
復
帰
は
施
政
権
の
日
本
へ
の
返
還
で
あ
り
、
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

地
の
取
り
扱
い
は
、
日
米
両
政
府
間
で
解
決
す
べ
き
事
柄
だ
と
い
う
、
い
わ
ば
『
復
帰
優
先
論
』
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
」
。
即
ち
、

基
地
問
題
な
ど
、
党
派
対
立
の
要
因
と
な
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
避
け
、
焦
点
を
復
帰
に
絞
る
こ
と
で
多
様
な
加
盟
団
体
の
団
結
を
保

持
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
復
帰
協
の
中
心
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
の
運
動
の
連
続
性
と
し
て
幹
部
同
士
の
緊
密
な
人
間
関
係
が
あ
っ
た
。

　
一
〇
月
三
日
、
復
帰
協
第
七
回
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
立
法
院
選
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
る
。
官
公
労
か
ら
「
復
帰
協
加

盟
の
三
政
党
の
候
補
者
を
乱
立
さ
せ
な
い
よ
う
に
調
整
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
復
帰
協
と
し

て
は
で
き
な
い
」
と
し
て
却
下
さ
れ
る
。
一
方
で
、
教
職
員
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
「
復
帰
協
に
加
盟
し
て
い
る
立
候
補
者
を
支
持
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
う
声
明
に
つ
い
て
」
は
、
「
賛
成
、
文
の
起
草
は
役
員
会
に
一
任
」
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
一
〇
月
七
日
、
「
復
帰
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

加
盟
の
立
候
補
者
支
持
に
つ
い
て
の
声
明
」
が
出
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
復
帰
協
は
立
法
院
議
員
候
補
者
全
員
に
対
し
て
、
「
復
帰
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
っ
た
が
、
全
一
五
項
目
中
、
復
帰
協

に
よ
る
運
動
へ
の
参
加
の
可
否
を
示
す
三
項
目
の
み
与
野
党
で
明
確
に
差
が
出
る
だ
け
と
い
う
、
一
種
の
「
踏
み
絵
」
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
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⑭つ
た
。
復
帰
自
体
に
つ
い
て
は
國
答
し
た
候
補
者
全
員
が
賛
成
し
て
い
た
。
あ
く
ま
で
沖
縄
自
民
党
は
復
帰
協
へ
の
参
加
お
よ
び
復
帰
県
民
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

会
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
の
で
あ
り
、
党
独
自
の
積
み
重
ね
方
式
を
改
め
て
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
復
帰
協
加
盟
の
立
候
補
者
」
の
惨
敗
を
受
け
、
～
二
月
一
〇
日
の
復
帰
協
第
九
回
執
行
委
員
会
で
は
選
挙
の
総
括
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

「
復
帰
協
と
政
党
の
関
係
／
復
帰
協
は
面
心
団
体
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
を
統
一
は
で
き
な
い
」
と
い
う
の
が
復
帰
協
と
し
て
改
め
て
確
認
さ
れ
た
立

場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
先
だ
っ
て
＝
月
；
二
日
置
行
わ
れ
た
「
復
帰
協
加
盟
の
三
政
党
と
復
帰
協
役
員
と
の
懇
談
」
に
お
け
る
選
挙
敗
戦
の

要
因
分
析
は
、
（
1
）
対
自
民
を
打
ち
出
す
上
で
の
復
帰
協
の
方
針
の
あ
い
ま
い
さ
、
（
2
）
各
組
織
内
の
不
統
一
や
下
部
組
織
の
脆
弱
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
組
織
力
の
問
題
、
（
3
）
三
党
の
不
統
～
、
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
立
法
院
選
で
の
惨
敗
を
受
け
、
人
民
党
は
直
ち
に
院
外
活
動
等
に
お
け
る
社
大
婚
を
含
め
た
野
党
三
党
で
の
統
一
行
動
の
検
討
を
示
唆
す
る

趣
社
大
証
は
む
し
ろ
共
嗣
に
は
消
極
的
な
姿
勢
を
取
り
続
け
る
・
「
自
民
党
の
方
で
は
社
姦
党
は
こ
の
際
は
っ
き
り
と
保
守
陣
営
に
参
加

す
べ
き
だ
と
い
」
い
、
一
方
、
「
人
民
党
は
す
で
に
社
大
器
を
含
め
た
統
一
戦
線
の
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
る
」
な
か
で
、
社
辛
党
は
そ
の
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ち
ら
の
道
も
選
び
か
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
　
公
明
選
挙
推
進
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
つ
ぎ
に
、
教
職
員
会
と
沖
青
協
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
し
た
公
明
選
挙
推
進
運
動
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
即
ち
、
青
年
教

員
を
扇
の
要
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
の
復
帰
運
動
を
牽
引
し
た
両
組
織
が
、
政
党
の
保
革
対
立
軸
形
成
過
程
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を

取
っ
た
の
か
を
み
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
五
回
立
法
院
議
員
選
挙
は
、
主
席
指
名
を
争
う
選
挙
で
あ
り
、
ま
た
、
本
土
か
ら
の
介
入
が
な
さ
れ
る
な
か
で
、
選
挙
違
反
が
頻
発
し
混

乱
す
る
こ
と
が
事
前
に
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
九
月
二
二
日
、
公
明
選
挙
推
進
協
議
会
が
行
わ
れ
、
「
公
明
選
挙
推
進
連
絡
会
議
本
部
」
の
結
成

　
　
　
　
　
⑳

が
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
教
職
員
会
青
年
部
の
提
起
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
教
職
員
会
は
沖
青
協
と
と
も
に
中
軸
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
公
明
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選
挙
推
進
連
絡
会
議
は
、
「
権
力
、
金
力
、
暴
力
に
左
右
さ
れ
な
い
あ
か
る
い
自
由
な
選
挙
に
し
よ
う
」
を
標
語
と
し
て
、
市
町
村
ご
と
に
支

部
を
結
成
し
て
各
候
補
者
と
の
懇
談
会
、
立
会
演
説
会
を
行
う
な
ど
公
明
選
挙
の
推
進
を
行
い
、
ま
た
、
啓
蒙
活
動
を
行
う
こ
と
を
企
図
し
て

い
た
。

　
一
〇
月
一
日
に
は
公
明
選
挙
推
進
に
つ
い
て
の
懇
談
会
が
、
教
育
会
館
に
お
い
て
、
全
四
党
出
席
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

紙
に
お
い
て
も
再
三
公
明
選
挙
の
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
公
明
選
挙
推
進
運
動
は
、
そ
の
本
来
の
目
的
に
即
し
て
い
え
ば
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
過
去
の
立
法

院
選
挙
の
選
挙
違
反
検
挙
件
数
は
、
「
第
一
圃
鷺
九
五
二
年
l
I
櫻
講
評
。
以
下
同
］
総
選
挙
で
は
百
三
十
八
件
、
第
二
圓
［
一
九
五
四
年
］
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

四
二
件
、
第
三
回
ご
九
五
六
年
］
百
八
件
」
で
あ
っ
た
が
、
選
挙
直
後
の
報
道
に
お
い
て
、
「
前
回
［
第
四
回
、
一
九
五
八
年
実
施
］
の
百
五
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（
百
九
十
七
人
）
を
は
る
か
に
越
え
る
三
百
件
台
。
し
か
も
こ
れ
は
す
で
に
勝
本
に
報
告
さ
れ
た
も
の
だ
け
だ
。
」
と
い
わ
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。

危
惧
も
む
な
し
く
、
ま
さ
し
く
戦
後
最
悪
の
選
挙
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
と
に
か
く
、
こ
ん
ど
の
総
選
挙
ほ
ど
、
不
公
明
な
も
の
は
、
か
つ

　
　
　
　
⑮

て
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
公
明
選
挙
推
進
運
動
が
全
く
無
意
味
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
選
挙
後
の
『
琉
球
新
報
』
社
説
は
、
「
立
ち
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
演
説
会
の
主
催
で
効
果
を
上
げ
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
」
と
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
～
方
、
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』

の
「
本
社
記
者
座
談
会
」
に
お
い
て
は
「
趣
旨
は
よ
か
っ
た
が
、
復
帰
協
や
原
水
協
が
や
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
演
説
会
な
ど
片
寄
り
す
ぎ
た
感

　
　
　
　
⑳

じ
も
あ
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、
＝
月
四
日
付
で
、
連
絡
会
議
に
対
し
て
、
「
立
会
演
説
会
に
お
い
て
、
某
政
党
の
計
画
的
・
組
織
的
ヤ
ジ
の
た
め
、
わ
が
自
由
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

主
党
公
認
候
補
者
及
び
そ
の
応
援
弁
士
は
、
そ
の
言
論
を
甚
だ
し
く
妨
害
さ
れ
た
」
と
す
る
沖
縄
自
民
党
幹
事
長
の
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
、
再
発
を
防
止
す
る
と
い
う
確
約
の
も
と
で
、
沖
縄
自
民
党
は
連
絡
会
議
主
催
の
演
説
会
に
引
き
続
き
参
加
す
る
の
だ
が
、

座
談
会
に
お
い
て
、
公
明
選
挙
推
進
運
動
が
片
寄
っ
て
い
る
感
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
今
一
度
注
目
し
た
い
。
立
会
演
説
会
を
含
め
、
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選
挙
管
理
を
行
う
以
上
、
建
前
と
し
て
は
当
然
、
教
職
員
会
を
含
め
た
関
連
諸
団
体
は
中
立
の
立
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
教
職

員
会
が
提
起
し
て
出
さ
れ
た
「
復
帰
協
加
盟
の
立
候
補
者
支
持
に
つ
い
て
の
声
明
」
を
前
提
に
し
て
考
え
た
場
合
、
資
金
面
、
情
報
面
等
に
お

い
て
圧
倒
的
優
位
に
立
つ
沖
縄
自
民
党
に
対
し
、
公
正
な
選
挙
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
野
党
側
に
有
利
に
選
挙
戦
を
展
開
さ

せ
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
試
み
は
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
　
教
職
員
会
に
お
け
る
変
化
の
胎
動

戦後沖縄における保革対立軸の形成（櫻澤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
立
法
院
選
に
際
し
て
、
文
教
周
は
教
職
員
に
対
し
て
各
高
校
長
を
通
じ
て
政
治
行
為
へ
の
「
自
戒
を
助
言
」
し
、
ま
た
、
「
公
立
［
小
・
中
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

学
校
の
教
職
員
の
政
治
行
為
の
制
限
も
助
言
す
べ
き
だ
と
考
え
、
近
く
局
内
会
議
で
話
し
合
う
」
こ
と
を
示
唆
す
る
な
ど
、
教
職
員
に
対
す
る

締
め
付
け
を
露
骨
に
強
化
し
て
い
く
。
教
職
員
会
と
し
て
は
、
本
土
同
様
に
教
職
員
の
政
治
・
争
議
行
為
を
規
制
し
勤
評
を
実
施
し
よ
う
と
す

る
教
公
二
法
案
（
地
方
教
育
区
公
務
員
法
案
・
教
育
区
公
務
員
特
例
法
案
）
の
審
議
が
具
体
化
し
、
文
教
局
か
ら
の
締
め
付
け
が
厳
し
く
な
る
な
か

で
、
教
職
員
と
政
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
対
案
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
公
明
選
挙
推
進
運
動
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の
試
み
で

あ
っ
た
と
い
う
位
置
づ
け
が
可
能
だ
ろ
う
。
「
教
職
員
会
は
、
こ
ん
ど
の
選
挙
に
際
し
て
公
明
選
挙
の
強
力
な
推
進
母
体
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。
そ
れ
は
運
動
の
推
進
体
と
し
て
、
あ
く
ま
で
不
偏
不
党
、
中
正
の
立
場
か
ら
約
束
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
も
教
師
個
々
の
良

　
　
　
　
　
　
　
⑪

識
が
先
決
と
な
ろ
う
。
」
と
す
る
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
社
説
の
評
価
は
、
文
教
局
と
対
峙
す
る
な
か
で
、
ま
さ
に
教
職
員
会
自
体
が
自
ら
に
課

そ
う
と
す
る
態
度
と
、
「
不
偏
不
党
、
申
正
の
立
場
」
を
本
当
に
約
束
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
危
う
さ
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
教
職
員
会
は
機
関
紙
に
お
い
て
、
自
民
、
社
大
、
社
会
、
人
民
、
各
党
の
文
教
政
策
を
並
べ
た
上
で
、
特
定
の
党
に
対
す
る
評
価
は
お
こ
な

わ
ず
、
「
各
政
党
の
文
教
政
策
を
見
る
に
表
現
の
仕
方
は
異
な
れ
優
劣
な
く
沖
縄
教
育
の
前
進
の
た
め
に
、
立
派
な
政
策
を
か
か
げ
て
い
る
こ

と
は
当
然
な
こ
と
な
が
ら
う
れ
し
い
。
（
中
略
）
各
政
党
が
総
選
挙
に
の
ぞ
む
こ
れ
ら
の
文
教
政
策
の
す
べ
て
は
、
本
会
が
こ
れ
ま
で
訴
え
つ
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⑫

づ
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
主
張
し
、
不
偏
不
党
、
中
正
の
立
場
を
内
外
に
向
け
て
公
に
示
し
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
各
政
党
に
対
す

る
評
価
は
、
教
公
二
法
に
よ
る
対
立
が
表
面
化
し
つ
つ
あ
っ
た
実
情
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
教
職
員
会
の
公
式
な
態
度
と
は
裏
腹

に
、
実
際
の
各
政
党
の
文
教
政
策
を
見
た
場
合
、
教
公
二
法
を
め
ぐ
っ
て
沖
縄
自
民
党
と
の
間
で
確
執
が
生
じ
て
お
り
、
復
帰
の
推
進
方
法
に

つ
い
て
も
、
積
み
重
ね
方
式
と
復
帰
協
に
よ
る
大
衆
運
動
と
い
う
差
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
け
る
公
明
選
挙
推
進
運
動
に
つ

い
て
の
先
程
の
新
聞
社
説
に
よ
る
「
不
偏
不
党
、
中
正
の
立
場
」
へ
の
懸
念
は
当
然
の
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
実
際
、
選
挙
後
に
「
片
寄
り
す
ぎ

た
感
じ
も
あ
っ
た
」
と
評
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
と
こ
ろ
で
、
立
法
院
選
の
当
選
者
二
九
名
中
、
前
教
員
・
元
教
員
は
約
三
分
の
一
の
鎌
取
で
、
う
ち
七
名
は
自
民
党
か
ら
の
選
出
で
あ
っ
た
。

そ
の
一
人
、
薪
里
清
篤
は
、
教
職
員
会
の
前
身
で
あ
る
沖
縄
教
育
連
合
会
の
結
成
（
～
九
四
七
年
）
以
来
、
事
務
局
長
を
一
三
年
間
勤
め
た
人

物
で
あ
っ
た
が
、
六
月
三
〇
日
に
教
職
員
会
を
退
任
し
、
立
法
院
選
に
沖
縄
自
民
党
か
ら
立
候
補
し
当
選
し
た
だ
け
で
な
く
、
「
大
田
総
裁
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
ま
と
め
役
と
し
て
の
経
験
も
あ
る
と
い
う
理
由
で
」
、
一
年
生
議
員
に
し
て
党
幹
事
長
に
抜
擢
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
教
職
員
会
と
文
教
局
と
の
協
調
体
位
を
支
え
て
き
た
新
里
の
沖
縄
自
民
党
幹
事
長
へ
の
転
身
は
、
教
職
員

会
の
変
化
の
予
兆
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
薪
里
は
自
民
党
幹
事
長
と
し
て
、
翌
年
の
那
覇
市
議
選
、
那
覇
市
長
選
の
選
挙
対
策

本
部
長
と
な
っ
て
奮
闘
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
教
職
員
会
の
青
年
部
を
中
心
と
し
た
公
明
選
挙
推
進
運
動
と
、
～
方
に
お
け
る
新
里
清
篤
を
筆
頭
と
す
る
沖
縄
自
民
党
か
ら
の
選
出
議
員
の

続
出
と
い
う
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
新
聞
記
事
が
当
時
の
状
況
を
知
る
の
に
役
立
つ
。

　
　
年
代
で
意
見
に
差
異
／
さ
ら
に
復
帰
問
題
に
関
連
し
て
、
若
い
世
代
の
教
員
は
ほ
と
ん
ど
が
即
時
復
帰
を
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
て
五
十
代
の
い
わ
ゆ

　
　
る
校
長
級
は
即
時
復
帰
は
の
ぞ
ま
し
い
が
、
現
実
的
に
は
積
み
重
ね
方
式
に
よ
る
復
帰
し
か
実
現
の
見
通
し
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
を
す
る
人

　
　
が
多
い
。
／
こ
の
年
代
の
ズ
レ
に
よ
る
意
識
の
相
違
は
、
さ
ら
に
第
一
党
方
式
で
も
み
ら
れ
る
。
あ
る
中
尊
の
教
員
は
「
第
一
党
方
式
は
植
民
地
行
政
の

　
　
ゴ
マ
カ
シ
に
す
ぎ
な
い
。
住
民
の
自
由
意
志
に
よ
っ
て
の
み
主
席
を
選
ぶ
べ
き
で
、
そ
の
権
利
は
絶
え
ず
主
張
す
べ
き
だ
」
一
方
、
校
長
先
生
は
「
第
～
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党
方
式
に
よ
っ
て
自
治
権
が
拡
大
し
た
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
党
方
式
を
拒
否
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
の
議
会
制
度
を
否
定
す
る

　
　
　
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」
一
こ
の
よ
う
に
年
代
の
ズ
レ
か
ら
く
る
意
識
の
差
も
各
党
の
政
策
や
綱
領
の
批
判
や
要
求
に
な
る
と
共
通
し
て
教
育
問
題
が
も

　
　
　
つ
と
も
活
発
に
出
る
の
も
職
業
柄
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　
沖
縄
自
民
党
か
ら
の
選
出
議
員
の
続
出
と
い
う
現
象
は
、
「
い
わ
ゆ
る
校
長
級
」
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
選
挙
に
立
つ
際
に
、
自
然
な
選
択

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
、
そ
れ
は
教
員
と
し
て
の
第
一
線
を
離
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
教
職
員
会
の
組
織
の
若
返
り
を
も
た

ら
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
そ
う
し
た
な
か
に
お
け
る
、
青
年
部
を
中
心
と
す
る
活
発
な
活
動
は
、
主
に
戦
後
教
員
と
な
っ
た
青
年

教
員
た
ち
が
中
堅
層
と
し
て
＝
疋
の
成
熟
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

①
『
琉
球
新
報
』
～
九
六
〇
年
～
○
月
一
四
日
、
＝
月
＝
日
。

②
沖
縄
戦
後
選
挙
史
編
集
委
員
会
編
『
沖
縄
戦
後
選
挙
史
第
二
巻
㎞
（
沖
縄
県
町

　
村
会
、
～
九
八
四
年
）
、
九
二
二
一
九
三
一
頁
。

③
『
琉
球
新
報
盛
一
九
六
〇
年
＝
月
～
九
日
（
夕
刊
）
。

④
島
袋
邦
「
琉
球
国
民
党
」
（
馴
新
沖
縄
文
学
臨
五
三
、
一
九
八
二
年
）
、
参
照
。

⑤
『
沖
縄
社
会
大
衆
野
史
』
（
沖
縄
社
会
大
衆
党
、
一
九
八
一
年
）
、
八
○
頁
。

⑥
「
新
聞
記
者
の
見
た
総
選
挙
の
結
果
④
」
『
琉
球
新
報
駈
　
九
六
〇
年
二
月

　
一
九
日
（
夕
刊
）
。

⑦
「
公
約
を
相
互
批
判
す
る
③
」
『
琉
球
新
報
』
一
九
六
〇
年
一
〇
旦
三
日
。

⑧
「
公
約
を
相
互
批
判
す
る
①
」
『
琉
球
新
報
』
一
九
六
〇
年
一
〇
月
二
九
日
。

⑨
㎎
琉
球
新
報
撫
一
九
六
〇
年
＝
月
【
五
日
。

⑩
噸
沖
縄
タ
イ
ム
ス
駄
　
九
六
〇
年
＝
月
二
〇
B
。

⑪
　
前
掲
「
六
〇
年
代
復
帰
運
動
の
展
擬
扁
、
～
六
六
頁
。

⑫
門
札
七
回
執
行
委
員
会
議
事
録
」
（
沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
沖
縄
県
祖
国
復
帰

　
協
議
会
文
轡
［
以
下
、
復
帰
協
文
害
と
略
嗣
菊
一
〇
〇
〇
〇
ω
①
O
O
d
『
会
議
録
　
㎝
九
六

　
〇
年
度
臨
）
。

⑬
「
復
帰
協
加
盟
の
立
候
補
者
支
持
に
つ
い
て
の
声
明
」
（
前
掲
『
会
議
録
一

　
九
⊥
ハ
○
年
眈
反
輌
）
。

⑭
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
差
が
生
じ
た
の
は
次
の
三
項
穏
（
公
表
時
1
5
は
削
除
）
。

　
「
佳
期
中
に
議
会
活
動
を
通
じ
て
／
（
中
略
）
2
、
復
帰
体
制
を
固
め
、
早
期
完

　
全
復
帰
を
目
的
と
す
る
本
会
の
目
的
に
賛
同
し
運
動
に
参
加
し
ま
す
か
。
（
中

　
略
）
1
0
、
本
会
の
大
き
な
事
業
で
あ
る
復
帰
県
民
大
会
に
参
加
し
ま
す
か
。
（
申

　
略
）
1
5
、
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
に
対
す
る
政
府
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
に
努

　
異
し
ま
す
か
。
」
（
復
帰
協
文
書
刃
一
〇
〇
〇
〇
〇
b
。
刈
ゆ
『
復
帰
問
題
ア
ン
ケ
ー
ト
　
一

　
九
⊥
ハ
○
年
翫
）
。

⑮
噸
琉
球
新
報
隔
一
九
六
〇
年
＝
月
八
日
。

⑯
　
晶
口
渇
噛
△
瓜
議
鳳
琳
　
　
　
九
轟
ハ
○
仁
＋
度
塩
。

⑰
同
前
。

⑱
『
琉
球
新
報
隔
一
九
六
〇
年
＝
月
一
九
日
。

⑲
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
〇
年
＝
月
二
〇
日
。

⑳
公
明
選
挙
推
進
運
動
は
、
｝
九
五
〇
年
代
か
ら
青
年
会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施

　
さ
れ
て
い
た
。

⑳
　
加
盟
団
体
は
次
の
通
り
。
沖
縄
教
職
員
会
、
沖
縄
県
青
年
団
協
議
会
、
沖
縄
婦

　
入
連
合
会
、
沖
縄
P
T
A
連
合
会
、
沖
縄
教
育
長
協
会
、
那
覇
区
教
育
委
員
会
、
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沖
縄
遺
族
連
合
会
、
官
公
労
、
沖
縄
市
町
村
会
、
沖
縄
市
町
村
議
長
会
、
琉
球
海

　
運
労
組
。
（
「
公
明
選
挙
推
進
要
項
」
糊
立
法
院
議
員
総
選
挙
公
明
選
挙
推
進
に
つ

　
い
て
』
沖
教
組
教
育
研
究
所
所
蔵
）
。

⑫
告
示
日
（
一
〇
月
二
四
日
）
か
ら
投
票
日
（
＝
月
一
三
日
）
ま
で
の
二
一
ヨ

　
問
の
社
説
の
う
ち
、
選
挙
関
連
で
公
明
選
挙
に
関
す
る
も
の
に
限
っ
た
と
し
て
も
、

　
『
琉
球
薪
報
㎞
が
七
圓
（
｝
○
月
二
四
日
、
二
七
日
、
三
皿
日
、
＝
月
六
日
、

　
七
B
、
一
二
日
、
一
三
日
）
、
糊
沖
縄
タ
イ
ム
ス
隔
が
八
圓
（
一
〇
月
二
四
日
、
二

　
五
日
置
　
二
九
日
、
　
＝
～
○
［
口
、
　
一
　
一
月
｝
二
R
円
、
　
山
照
日
、
　
一
〇
R
一
、
　
皿
　
皿
日
）
。

㊧
　
　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
睡
一
九
六
〇
年
一
〇
月
三
日
。

⑳
　
　
『
琉
球
新
報
』
一
九
六
〇
年
一
一
月
一
五
日
（
夕
刊
）
。

⑳
　
　
「
社
説
　
　
門
は
ば
ま
れ
た
公
明
選
挙
」
へ
の
反
省
」
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
　
一
九

　
六
〇
年
一
｝
月
二
〇
日
。

⑳
　
　
「
社
説
　
選
挙
制
度
の
再
検
討
」
『
琉
球
新
報
輪
一
九
六
〇
年
＝
月
一
八
日
。

⑳
　
　
「
自
民
圧
勝
の
舞
台
裏
　
本
社
記
者
座
談
会
（
終
）
」
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九

　
よ
ハ
○
年
～
　
一
月
～
九
口
］
o

幽
前
掲
『
立
法
院
議
員
総
選
挙
公
明
選
挙
推
進
に
つ
い
て
』
。

⑳
　
　
『
琉
球
新
報
匝
　
｝
九
⊥
ハ
○
年
～
○
月
一
四
日
。

⑳
　
　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
睡
　
～
九
六
〇
年
～
○
月
　
九
日
。

⑳
　
　
「
社
説
　
教
職
員
と
選
挙
に
つ
い
て
」
魍
沖
縄
タ
イ
ム
ス
隔
一
九
六
〇
年
一
〇

　
月
二
〇
日
。

⑫
　
　
m
主
張
　
各
党
の
文
教
政
策
に
期
待
す
る
」
『
沖
教
職
教
育
親
聞
一
一
七
八
、

　
一
九
六
〇
か
牛
一
〇
月
一
〇
日
Q

⑳
　
　
『
琉
球
新
報
臨
　
一
九
六
〇
年
一
一
月
一
五
日
（
夕
刊
）
。

⑭
　
　
『
琉
球
新
報
㎞
　
一
九
六
〇
年
＝
月
一
六
日
。

⑳
　
　
「
意
識
と
票
（
7
）
　
教
員
」
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
㎞
一
九
六
〇
年
二
月
八
日
。
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第
三
章
　
共
闘
の
成
立
過
程

（［

j
　
共
斗
組
織
準
備
会
の
結
成

　
一
九
六
一
年
七
月
二
四
日
の
那
覇
市
議
会
議
員
選
挙
（
定
数
三
〇
）
は
、
沖
縄
に
お
い
て
市
町
村
レ
ベ
ル
で
政
党
が
積
極
的
に
介
入
し
て
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
た
最
初
の
選
挙
で
あ
り
、
「
前
例
の
な
い
選
挙
戦
」
と
も
い
わ
れ
た
。
ま
た
、
市
議
選
は
一
二
月
に
行
わ
れ
る
予
定
の
市
長
選
の
前
哨
戦
で

あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
一
九
六
一
年
の
市
議
選
、
市
長
選
は
、
一
九
五
七
・
五
八
年
の
「
民
連
ブ
ー
ム
」
下
に
お
け
る
選
挙
以
来
の
改
選
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
は
四
政
党
の
ほ
か
に
、
市
長
当
選
以
降
、
民
連
と
挟
を
分
か
っ
て
、
米
国
民
政
府
や
独
自
の
支
持
勢
力
と
協
調
し
つ
つ
市
政
を
運

営
し
て
き
た
兼
次
佐
一
の
存
在
が
あ
っ
た
た
め
、
政
局
は
さ
ら
に
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
た
。

　
選
挙
結
果
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
薪
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
無
所
属
当
選
者
の
内
、
兼
次
派
が
四
～
五
名
、
自
民
党
黒
鳥
～
四
名
、
他
は
態
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②

度
不
鮮
明
で
あ
り
、
ま
た
、
別
の
記
事
は
、
当
選
者
の
内
、
兼
次
派
は
八
名
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
自
民
党
四
、
社
大
党
一
、
無
所
属
三
で

　
　
　
　
③

あ
る
と
す
る
。
無
所
属
当
選
者
の
態
度
の
不
鮮
明
さ
、
さ
ら
に
は
、
自
民
党
、
社
大
党
に
ま
で
お
よ
ぶ
兼
次
支
持
者
の
色
分
け
の
難
し
さ
に
、

那
覇
市
政
の
混
沌
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
選
挙
で
は
、
無
所
属
な
が
ら
創
価
学
会
の
沖
縄
総
支
部
長
、
那
覇
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

長
が
そ
れ
ぞ
れ
立
候
補
し
、
第
一
位
、
第
二
位
で
の
当
選
を
果
た
し
て
お
り
、
創
価
学
会
が
沖
縄
政
界
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

　
復
帰
協
に
集
う
三
党
は
、
人
民
党
が
四
議
席
、
社
大
畠
が
二
議
席
を
確
保
し
た
の
み
で
、
社
会
党
は
議
席
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
一
二
月

の
市
長
選
を
う
ら
な
う
前
哨
戦
と
し
て
戦
わ
れ
た
市
議
選
に
お
い
て
、
自
民
党
と
兼
次
派
に
敗
北
を
喫
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
復
帰
協
内
部
で

は
危
機
感
が
増
す
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
政
党
側
か
ら
も
瀬
長
亀
次
郎
は
「
セ
ク
ト
主
義
を
す
て
て
敵
が
誰
で
あ
る
か
を
明
確
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
大
、
人
民
、
社
会
の
復
帰
勢
力
が
一
丸
と
な
っ
て
つ
ぎ
の
市
長
選
挙
に
当
た
る
よ
う
な
体
制
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
め
た
い
」
と
、
共
闘
に
前
向
の
姿
勢
を
見
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
覇
市
長
選
に
は
、
早
く
か
ら
現
職
の
兼
次
が
出
馬
に
意
欲
を
示
し
て
い
た
。
沖
縄
自
民
党
は
、

　表2　那覇市議会議員選挙
（ユ961年7月23日　投票率64．35％）

政党名 候補者数 当選者数（％） 総得票数（％）

自民党 20 9　（30） 21，829（26．9）

社大党 6 2　（6．7） 6，263　（7．7）

三民党 9 4（13．3） 9，597（U．8）

社会党 1 0　（0） 649　（0．8）

無所属 43 15　（50） 42，7ユ6（52．7）

計 79 30 81，054

前掲『沖縄戦後選挙史　第二巻』により作成

直
間
前
主
席
時
代
に
社
立
党
を
離
脱
し
琉
球
政
府
入
り
し
て
い
た
西
銘
順
治
を
候
補
に
立
て
た
。

社
大
童
に
と
っ
て
は
、
兼
次
も
西
銘
も
結
党
当
初
の
同
志
で
あ
り
、
皮
肉
に
も
、
那
覇
市
長
選
は
、

一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
社
大
化
の
分
裂
を
そ
の
ま
ま
跡
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、
復
帰
協
に
集
う
三
党
か
ら
は
、
社
大
濠
か
ら
安
里
積
千
代
（
委
員
長
）
、
人
民
党

か
ら
大
湾
喜
三
郎
（
党
中
央
委
員
）
が
立
候
補
を
表
明
し
た
。
両
者
は
と
も
に
党
の
幹
部
な
が
ら

前
年
の
立
法
院
選
に
お
い
て
同
選
挙
区
（
第
一
九
区
）
で
戦
い
、
自
民
党
候
補
に
敗
れ
て
辛
酸
を

な
め
て
い
た
。
以
後
、
社
大
党
と
人
民
党
に
対
し
て
調
整
が
図
ら
れ
る
。
社
会
党
は
、
市
議
選
で

も
議
席
を
獲
得
で
き
ず
、
勢
力
を
後
退
さ
せ
た
な
か
で
、
調
整
側
に
ま
わ
る
こ
と
と
な
る
。

　
復
帰
協
内
で
二
人
が
立
候
補
を
表
明
し
た
こ
と
に
対
し
、
九
月
八
日
、
復
帰
協
第
一
九
回
執
行
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委
員
会
に
お
い
て
、
琉
大
学
生
会
が
「
来
る
免
許
市
長
選
挙
に
お
い
て
復
帰
勢
力
を
結
集
す
べ
き
だ
と
の
意
見
」
を
出
す
。
そ
れ
に
対
し
、
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

行
委
員
が
全
員
賛
成
し
た
こ
と
で
、
共
闘
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
が
開
始
さ
れ
る
。

　
以
降
、
第
二
〇
圓
執
行
委
員
会
（
九
月
｝
八
日
）
、
第
二
～
回
執
行
委
員
会
（
九
月
目
〇
日
）
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
る
が
、
復
帰
協
を
統
一
の
場

と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
（
1
）
復
帰
協
自
体
が
母
体
と
な
る
、
（
2
）
別
組
織
を
結
成
す
る
推
進
母
体
と
な
る
、
（
3
）
選
挙
に
は
関
与
す

べ
き
で
な
い
、
と
い
う
三
様
に
意
見
が
割
れ
た
。
教
職
員
会
は
む
し
ろ
復
帰
協
を
母
体
に
共
闘
を
行
う
こ
と
自
体
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
人
民
党
の
「
そ
れ
で
は
か
い
さ
ん
せ
よ
」
と
い
う
強
圧
的
姿
勢
も
あ
る
な
か
で
、
「
復
帰
協
が
統
一
の
場
に
な
る
こ
と
を
さ
け
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

復
帰
協
は
共
訳
組
織
を
作
る
推
進
母
体
に
な
る
こ
と
を
決
定
」
し
、
共
斗
組
織
準
備
会
が
一
〇
団
体
で
組
織
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
九
月
二
二
日

に
は
第
一
撃
準
備
会
が
開
催
さ
れ
、
以
降
、
共
闘
に
む
け
て
準
備
会
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
。
復
帰
協
自
体
は
あ
く
ま
で
も
保
革
を
超
え
た
非
政

治
団
体
と
し
て
の
立
場
を
保
つ
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
復
帰
協
を
推
進
母
体
と
し
て
共
闘
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、

「
両
党
が
、
急
速
に
歩
み
寄
り
を
み
せ
た
の
は
、
復
帰
協
翼
下
の
各
団
体
か
ら
の
強
い
つ
き
あ
げ
に
よ
る
こ
と
も
大
き
い
が
、
兼
次
派
が
各
地

で
後
援
会
を
結
成
、
活
発
な
地
下
工
作
を
固
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
統
一
な
し
に
は
民
主
復
帰
勢
力
の
勝
利
は
の
ぞ
め
な
い
と
い
う
点
も
あ
る

　
　
⑧

よ
う
だ
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
豊
年
組
織
準
備
会
に
加
わ
っ
た
労
組
な
ど
の
突
き
上
げ
と
、
他
候
補
に
対
す
る
危
機
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

い
え
る
。

　
共
闘
成
立
に
お
い
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
米
軍
の
統
治
政
策
転
換
の
な
か
で
、
～
九
五
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
初
頭
に
労
組
が
あ
い
つ

い
で
結
成
さ
れ
、
革
新
勢
力
の
基
盤
が
形
作
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
重
要
な
前
提
条
件
で
あ
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
労
組
な
ど
復
帰
協
加
盟
組

織
が
共
闘
に
積
極
的
に
動
い
た
こ
と
が
、
社
大
著
を
共
闘
に
踏
み
切
ら
せ
る
最
大
の
要
因
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
一
九
六
一
年
六
月
に
は
、
沖

縄
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
全
沖
縄
労
働
組
合
連
合
会
（
金
鳥
労
連
）
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
革
新
統
一
候
補
の
支
持
基
盤
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
て
…
機
能
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
結
成
当
初
の
全
沖
労
連
は
、
約
二
万
一
千
名
の
組
織
労
働
者
の
う
ち
、
二
八
組
合
・
六
千
名
余
を
組
織
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
年
内
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に
官
公
労
、
全
逓
な
ど
が
新
た
に
加
盟
し
、
一
万
二
千
五
百
名
（
全
組
織
労
働
者
の
約
六
割
）
と
名
実
と
も
に
沖
縄
に
お
け
る
有
力
な
統
一
組
織

と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
一
九
六
一
年
に
お
け
る
労
働
組
合
の
組
織
率
は
＝
一
∵
五
％
程
度
で
あ
り
、
労
働
者
全
体
の
な
か
で
は
十
分
な
勢
力
と

　
　
　
　
　
　
⑩

は
言
い
難
か
っ
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
労
働
運
動
、
労
働
組
合
は
未
だ
に
草
創
期
・
発
展
期
で
あ
り
、
各
労
組
の
「
生
み
の
親
」
で
も

あ
る
幹
部
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
準
備
会
の
過
程
で
、
労
組
代
表
は
共
闘
を
積
極
的
に
推
し
進
め
る
の
だ
が
、
各
労
組

内
で
共
闘
に
関
す
る
議
論
が
盛
り
上
が
っ
た
形
跡
は
管
見
の
限
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
共
闘
推
進
が
幹
部
の
主
導
で
行
わ

れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
労
組
幹
部
同
士
に
は
、
青
年
会
活
動
で
の
関
わ
り
な
ど
、
古
く
か
ら
の
親
密
な
人
間
関
係
が
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。

　
準
備
会
で
の
話
し
合
い
は
難
航
す
る
が
、
復
帰
協
加
盟
団
体
か
ら
の
突
き
上
げ
も
あ
っ
て
、
社
大
・
人
民
・
社
会
三
党
の
共
同
声
明
（
＝

月
二
日
）
、
那
覇
市
政
民
主
化
共
闘
会
議
の
結
成
（
＝
月
九
日
）
に
結
実
し
、
安
里
、
大
湾
は
立
候
補
を
取
り
下
げ
、
改
め
て
統
～
候
補
と
し

て
宮
里
栄
輝
（
社
大
師
）
を
推
す
こ
と
で
一
致
す
る
。
そ
れ
で
は
準
備
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
次

節
で
み
て
い
こ
う
。

（
二
）
共
闘
の
成
立
－
準
備
会
で
の
争
点
1

　
準
備
会
で
の
争
点
は
大
き
く
三
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
つ
目
は
、
沖
縄
自
民
党
と
の
対
立
軸
を
ど
う
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
人
民
党
は
、
「
労
働
者
対
沖
縄
買
弁
資
本
」
と
い
う
理
解
を
前
提
と
す
る
、
「
復
帰
勢
力
対
反
復
帰
勢
力
」
と
い
う
対
立
軸
を
望
ん
だ
が
、
む

し
ろ
社
大
党
は
、
人
民
党
と
共
闘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
に
そ
の
よ
う
な
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、

社
大
群
は
、
保
革
対
立
に
お
け
る
一
翼
と
し
て
自
ら
を
重
囲
と
自
己
規
定
し
、
「
革
新
勢
力
を
結
集
」
し
ょ
う
と
す
る
が
、
人
民
党
は
そ
れ
に

批
判
的
で
あ
っ
た
。
琉
球
政
府
内
務
局
秘
書
課
、
即
ち
自
民
党
側
の
内
偵
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
九
月
二
五
日
晩
、
瀬
長
亀
次
郎
は
首
里
で
の

123 （587）



演
説
会
に
お
い
て
、
「
今
度
の
市
長
選
挙
は
、
基
地
が
な
く
な
り
、
核
兵
器
を
な
く
し
て
、
世
界
平
和
を
め
ざ
す
祖
国
復
帰
民
主
勢
力
と
沖
縄

を
支
配
す
る
米
帝
と
そ
の
手
先
と
な
っ
て
沖
縄
を
支
配
し
て
い
る
特
権
官
り
ょ
う
、
反
動
勢
力
と
の
対
決
で
あ
る
。
祖
忌
復
帰
勢
力
を
分
裂
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
統
一
し
て
大
嗣
団
結
し
て
反
祖
国
復
帰
勢
力
と
対
決
し
て
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
、
反
復
帰
勢
力
と
の
戦

い
を
あ
く
ま
で
強
調
す
る
と
と
も
に
、
先
の
総
選
挙
に
お
い
て
「
第
　
党
方
式
」
に
乗
っ
た
社
大
党
が
「
保
守
対
革
新
の
ベ
ー
ス
」
を
持
ち
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
始
め
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
五
八
年
に
侠
を
分
か
っ
て
以
降
、
民
主
党
お
よ
び
保
守
合
同
後
の
沖
縄
自
民
党
と

協
調
関
係
に
あ
っ
た
社
大
貫
に
対
し
て
、
瀬
長
は
「
革
新
」
と
規
定
す
る
こ
と
を
明
確
に
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
対
立
の
背
景
に
は
、

各
種
労
組
が
成
立
し
て
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
」
も
誕
生
し
、
沖
縄
の
革
新
勢
力
が
形
成
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
社
大
盛
が
「
革
薪
」
と

自
己
規
定
し
、
支
持
基
盤
と
し
て
取
り
込
も
う
と
す
る
動
き
へ
の
対
抗
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
沖
縄
自
民
党
と
の
対
立
軸
を
「
復
帰
勢
力
対
反
復
帰
勢
力
」
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
歩
み
寄
り
の
難
し
い
問
題
で
あ
っ
た
。
な

か
で
も
、
教
職
員
会
・
薪
垣
孝
善
は
、
「
共
著
組
織
と
い
う
と
難
か
し
い
。
革
新
勢
力
を
結
集
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
準
備
会
は
、
革
新
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

力
か
ら
二
人
で
・
い
る
か
ら
一
人
に
し
ぼ
る
だ
け
で
あ
る
。
我
々
は
一
人
に
し
ぼ
れ
た
ら
、
組
織
で
暗
々
の
う
ち
に
運
動
す
る
」
と
い
う
よ
う

に
、
社
大
壁
を
革
新
と
し
つ
つ
も
、
相
変
わ
ら
ず
共
闘
組
織
立
ち
上
げ
自
体
に
消
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
た
。
む
し
ろ
、
積
極
的
に
共
闘
の

た
め
に
動
い
た
の
は
官
公
労
、
自
治
労
な
ど
の
労
組
幹
部
で
あ
っ
た
。
第
～
回
準
備
会
に
お
い
て
、
官
公
労
・
糸
洲
一
雄
は
「
自
民
党
は
、
労

働
者
の
て
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
革
薪
政
党
を
統
一
し
て
勝
た
せ
た
い
」
と
雷
い
、
自
治
労
・
友
利
定
雄
は
「
確
認
さ
れ
て
な
い
が
、
自
民

党
は
、
反
復
帰
勢
力
と
き
め
つ
け
て
良
い
と
思
う
。
又
、
労
働
者
の
て
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
革
新
勢
力
は
結
集
し
て
勝
た
せ
た

　
　
　
　
　
　
⑬

い
」
と
主
張
し
た
。
即
ち
、
労
働
者
対
資
本
家
、
復
帰
勢
力
僧
上
復
帰
勢
力
と
い
う
形
で
の
沖
縄
自
民
党
と
の
明
確
な
対
立
軸
を
求
め
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
そ
う
し
た
な
か
、
社
大
党
・
平
良
良
松
が
、
「
今
人
民
党
の
聞
い
た
が
、
こ
れ
は
社
大
豊
の
考
え
方
と
明
か
に
違
う
（
中
略
）
人
民
党
の
考

え
方
は
、
革
命
勢
力
の
結
集
で
あ
る
」
と
批
判
し
た
の
に
対
し
、
人
民
党
・
仲
松
庸
全
が
「
今
入
民
党
の
二
つ
の
て
き
の
見
方
を
お
し
つ
け
て
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い
る
の
で
は
な
い
。
討
議
を
深
め
る
中
で
、
社
大
、
人
民
の
主
張
を
相
入
れ
ら
れ
る
場
が
必
ら
ず
あ
る
と
思
う
。
人
民
党
の
主
張
を
推
し
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
も
の
で
は
な
い
」
と
歩
み
寄
り
の
姿
勢
を
示
す
な
か
で
、
準
備
会
、
社
大
・
人
民
各
党
と
の
懇
談
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
ど
う
に
か
共
闘

に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
と
な
る
。

　
歩
み
寄
り
の
結
果
出
さ
れ
た
軸
は
、
共
同
声
明
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
党
派
は
勿
論
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
相
違
」
を
超
え
た
結
集
の
場

と
し
て
自
ら
の
立
場
を
設
定
し
、
あ
か
ら
さ
ま
に
階
級
対
立
を
持
ち
出
す
こ
と
は
避
け
、
沖
縄
自
民
党
を
反
復
帰
勢
力
と
す
る
こ
と
は
避
け
つ

つ
も
、
自
ら
が
「
祖
国
復
帰
民
主
勢
力
」
で
あ
る
こ
と
を
前
面
に
押
し
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
曖
昧
な
規
定
と
は
別
に
、

実
際
に
は
「
社
大
、
人
民
の
両
党
は
、
統
一
の
過
程
で
こ
ん
ど
の
市
長
選
挙
は
、
復
帰
勢
力
と
反
復
帰
勢
力
の
対
決
と
い
う
風
に
規
定
し
て

　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
」
る
と
み
な
さ
れ
、
社
大
姦
の
思
惑
と
は
大
き
く
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
一
方
で
、
そ
の
姿
勢
が
皮
肉
に
も
社
大
魚
の
革
新

ら
し
さ
を
規
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
初
の
思
惑
通
り
社
大
宝
は
革
新
政
党
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
争
点
の
二
つ
目
は
、
「
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
民
党
は
共
闘
の
話
し
合
い
が
始
ま
る

以
前
に
、
す
で
に
那
覇
市
長
選
挙
の
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
発
表
し
て
い
た
の
だ
が
、
ソ
連
の
核
実
験
再
開
へ
の
態
度
、
安
保
問
題
な
ど
、
社
大

仁
と
の
間
に
は
根
本
的
な
相
違
点
が
多
く
、
歩
み
寄
り
は
極
め
て
困
難
に
思
わ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
官
公
労
・
糸
数
は
、
社
信
認
幹
部
に
対

し
て
、
政
党
間
で
合
意
で
き
な
い
場
合
、
「
政
党
を
除
い
た
民
主
団
体
で
決
定
し
、
政
党
に
圧
力
を
加
え
る
道
し
か
な
い
。
併
し
そ
れ
も
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

だ
」
と
否
定
的
な
口
調
を
取
り
な
が
ら
も
圧
力
を
加
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
話
し
合
い
が
繰
り
返
さ
れ
、
歩
み
寄
り
の
末
、
同
意
さ

れ
た
の
は
、
復
帰
協
・
原
水
協
の
方
針
を
統
一
の
場
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
針
に
沿
い
な
が
ら
、
安
保
条
約
「
破
棄
」
は

「
反
対
」
に
変
わ
り
、
「
独
占
資
本
」
や
「
植
民
地
的
頽
廃
文
化
」
、
「
反
動
的
軍
国
主
義
的
教
育
」
と
い
っ
た
言
葉
が
削
除
さ
れ
る
と
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

よ
う
に
、
既
存
の
人
民
党
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
修
正
す
る
形
で
統
一
綱
領
が
作
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
争
点
の
三
つ
目
は
、
人
選
の
問
題
で
あ
る
。
話
し
合
い
が
進
む
な
か
で
、
人
民
党
が
大
異
候
補
の
出
馬
を
取
り
や
め
、
安
里
社
大
軍
委
員
長

も
推
さ
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
の
に
対
し
て
、
社
大
圏
は
あ
く
ま
で
も
安
里
擁
立
に
固
執
し
、
双
方
が
歩
み
寄
り
を
み
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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瀬
長
人
民
党
委
員
長
は
社
大
難
の
態
度
に
対
し
て
、
「
い
ま
の
や
り
方
は
逆
立
ち
し
て
い
る
。
今
の
や
り
方
は
吸
収
を
云
っ
て
い
る
。
準
備
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

が
、
調
て
い
機
関
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
批
判
し
た
。
　
九
五
八
年
以
降
、
敵
対
し
て
き
た
社
大
要
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
立
法
院
議
長

と
し
て
語
間
主
席
と
と
も
に
訪
米
し
、
土
地
問
題
の
妥
協
を
お
こ
な
っ
た
安
里
委
員
長
だ
け
は
ど
う
し
て
も
人
民
党
は
推
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
同
選
挙
区
で
も
あ
っ
た
安
里
と
瀬
長
は
犬
猿
の
仲
と
も
い
わ
れ
た
。
結
局
、
共
斗
組
織
準
備
会
の
突
き
上
げ

も
あ
っ
て
安
里
が
立
候
補
を
断
念
し
、
改
め
て
宮
里
栄
輝
（
社
大
党
前
会
計
長
、
元
立
法
院
議
員
）
を
統
一
候
補
と
す
る
こ
と
で
、
社
大
・
人
民

両
党
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　
難
産
の
末
、
社
大
・
人
民
に
社
会
を
加
え
た
三
党
は
共
闘
に
こ
ぎ
つ
け
、
三
党
代
表
は
、
「
那
覇
市
長
選
挙
は
実
に
復
帰
へ
の
全
県
民
の
意

思
を
率
直
に
表
明
し
て
復
帰
を
促
進
す
る
か
現
状
に
甘
ん
ず
る
か
の
重
要
な
選
挙
で
あ
る
。
」
と
、
選
挙
の
焦
点
が
復
帰
問
題
で
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
⑲

強
調
し
た
の
で
あ
る
。
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（
三
）
　
那
覇
市
長
選
挙

　
那
覇
市
長
選
は
前
年
の
立
法
院
選
以
上
に
本
土
と
の
結
び
つ
き
の
強
い
選
挙
と
な
っ
た
。
沖
縄
自
民
党
候
補
の
西
銘
順
治
は
本
土
自
民
党
へ

挨
拶
に
赴
き
、
支
援
要
請
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
本
土
の
革
新
陣
営
も
沖
縄
連
を
軸
に
「
那
覇
市
長
選
挙
統
一
候
補
宮
里
栄
輝
講
演
会
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

結
成
し
て
い
る
。
本
土
側
の
「
保
・
革
陣
営
の
対
立
再
現
」
と
し
て
、
本
土
か
ら
の
関
心
も
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
沖
縄
側
に
お
い
て
も
労
組
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
加
わ
っ
た
統
一
革
新
勢
力
と
し
て
の
初
め
て
の
組
織
選
挙
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　
選
挙
戦
に
お
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
、
那
覇
市
政
自
体
へ
の
方
針
が
軸
に
な
る
べ
き
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
共
闘
会
議
に
よ
る
焦
点
化
を

受
け
て
、
各
候
補
者
と
も
復
帰
に
対
す
る
姿
勢
を
全
面
的
に
打
ち
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
宮
里
栄
輝
は
自
ら
が
祖
国
復
帰
勢
力
で
あ
る

こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
西
銘
順
治
は
復
帰
は
当
然
と
し
な
が
ら
も
、
日
米
琉
新
時
代
の
も
と
で
「
積
み
重
ね
方
式
」
に
よ
っ
て

推
進
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
兼
次
佐
一
は
復
帰
は
当
然
と
し
た
上
で
、
特
に
那
覇
市
政
に
政
党
が
介
入
す
る
こ
と
の
弊
害
を
強
調
し
、
「
非



戦後沖縄における保革対立軸の形成（櫻澤）

政
党
」
の
立
場
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
も
う
一
人
の
候
補
者
で
あ
る
大
宜
味
朝
徳
（
国
民
党
）
は
、
復
帰
に
反
対
し
、
独
立
を
主
張
し
た
が
、

当
時
に
お
い
て
、
大
宜
味
が
支
持
を
集
め
る
余
地
は
少
な
く
、
事
実
上
、
宮
里
、
西
銘
、
兼
次
の
三
候
補
に
よ
る
選
挙
戦
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

「
革
新
勢
力
の
統
一
体
棚
と
大
宜
味
候
補
の
出
馬
で
祖
国
復
帰
の
問
題
が
大
き
な
争
点
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
」
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
は
否
定
し
得
な
い
。

　
だ
が
、
選
挙
戦
に
お
い
て
、
共
闘
会
議
が
「
復
帰
勢
力
」
を
強
調
し
た
こ
と
が
必
ず
し
も
有
利
に
働
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。
例
え
ば
、

『
琉
球
新
報
憾
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
両
紙
の
投
稿
欄
に
お
い
て
、
「
反
復
帰
勢
力
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
貼
り
に
対
し
て
強
い
不
快
感
を
示
す
文
章

　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
～
つ
は
、
自
民
党
、
兼
次
派
も
復
帰
論
者
な
の
で
あ
り
、
「
革
新
系
勢
力
の
声
明
に
よ
る
「
反
復
帰
勢
力
と
の
対

決
」
と
は
あ
ま
り
に
も
我
田
引
水
的
で
我
党
（
我
派
）
以
外
は
慢
罵
よ
り
復
帰
反
対
者
と
決
定
づ
け
て
し
ま
わ
れ
て
は
不
愉
快
で
あ
る
。
」
「
彼

等
の
言
う
反
復
帰
勢
力
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
場
合
「
現
在
の
沖
縄
に
は
反
復
帰
勢
力
と
言
う
も
の
は
現
存
し
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
八
十
万
県

民
の
本
土
復
帰
の
願
望
を
よ
そ
に
対
外
的
国
際
世
論
は
「
那
覇
市
市
長
反
復
帰
勢
力
の
勝
利
」
と
伝
え
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
論
じ
、
共
闘
会
議

の
方
針
に
対
す
る
不
快
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
た
。

　
選
挙
戦
は
当
初
、
現
職
で
あ
る
兼
次
が
優
勢
と
い
わ
れ
た
が
、
終
盤
戦
に
な
っ
て
、
西
銘
、
宮
里
両
陣
営
が
兼
次
陣
営
の
切
り
崩
し
を
図
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

逆
に
兼
次
が
追
い
込
ま
れ
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
先
に
も
引
用
し
た
、
琉
球
政
府
に
よ
る
内
偵
史
料
に
つ
い
て
特
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
内
偵

に
よ
る
調
査
報
告
は
、
連
日
な
さ
れ
て
お
り
、
報
告
者
（
秘
書
課
）
↓
秘
書
課
長
↓
内
務
局
次
長
↓
内
務
局
長
↓
副
主
席
↓
主
席
と
い
う
順
序

で
確
認
が
と
ら
れ
て
い
る
。
大
田
主
席
率
い
る
沖
縄
自
民
党
は
、
資
金
面
の
み
な
ら
ず
、
情
報
面
に
お
い
て
も
圧
倒
的
に
優
位
な
中
で
選
挙
戦

を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
内
偵
情
報
は
、
普
段
は
人
民
党
に
対
す
る
も
の
が
多
い
の
だ
が
、
市
長
選
に
関
し
て
は
兼
次
派
に
対
す
る
情
報
収
集

が
主
を
な
し
て
お
り
、
共
闘
会
議
以
上
に
兼
次
派
の
動
向
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
各
立
候
補
者
の
組
織
・
支
援
者
個
人
の
情
報
や
、

講
演
会
で
の
発
言
、
噂
の
類
、
人
物
評
価
、
票
読
み
な
ど
、
情
報
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
修
正
情
報
に
よ
っ
て
た
え
ず
更
新
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
含
め
て
、
そ
の
精
度
は
高
く
、
当
時
の
情
勢
を
知
る
上
で
も
大
変
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
内
偵
者
は
単
に
情
報
を
探
っ
て
い
た
だ
け
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　　　表3　 3J「～覇了1了長選挙

（1961年ユ2月ユ7日　投票率73．83％）

候補者名 得票数（％）

西銘川頁治　　（自民党） 32，290（35．8）

宮盟栄輝　　（社四二） 31，552（35。0）

兼次佐一　　（無所属） 25，959（28．8）

大宜味朝徳　（国民党） 464　（0．5）

計 90，265

前掲丁沖縄戦後選挙史

作成

第二巻』により

で
な
く
、
時
に
は
他
候
補
の
支
持
者
を
「
転
向
」
さ
せ
る
工
作
者
で
も
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
兼
次
派
の
動
向
に
関
し
て
は
、
人
民
党
関
係
者
や
創
価
学
会
員
に
よ
る
兼
次
へ
の
支
援

情
報
や
、
財
界
か
ら
の
運
動
資
金
提
供
者
（
稲
嶺
一
郎
な
ど
）
の
情
報
な
ど
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

沖
縄
自
民
党
内
で
も
、
松
岡
政
保
の
兼
次
支
持
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た
り
、
兼
次
支
持
の
た
め
に
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

党
の
那
覇
市
議
が
脱
党
す
る
な
ど
、
深
劾
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
兼
次
の
側
近
で
あ
る
助
役
は

西
銘
支
持
に
ま
わ
っ
た
も
の
の
、
総
じ
て
兼
次
陣
営
は
現
職
の
利
を
生
か
し
て
公
示
前
か
ら
積
極

的
な
事
前
活
動
を
展
開
し
、
選
挙
戦
を
優
位
に
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
米

側
在
沖
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
噸
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
』
紙
が
、
保
守
候
補
の
共
倒
れ
を
避
け
る
た
め

に
一
時
は
兼
次
支
持
を
表
明
し
て
西
銘
の
立
候
補
辞
退
を
促
す
と
い
っ
た
事
態
も
起
こ
っ
た
の
で
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あ
る
。

　
ま
た
内
偵
情
報
は
共
闘
会
議
内
部
の
党
員
や
労
組
組
合
員
な
ど
の
支
持
状
況
に
つ
い
て
も
、
「
社
大
、
人
罠
、
社
会
党
三
派
の
共
斗
は
、
現

在
の
官
公
労
を
含
め
て
他
の
労
組
が
幹
部
だ
け
が
革
新
派
を
支
持
し
て
お
り
、
下
部
組
織
は
殆
ん
ど
が
革
新
を
支
持
し
て
い
な
い
。
凡
ら
く
全

　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

労
組
の
一
／
3
位
し
か
革
新
を
支
持
し
て
お
り
、
後
の
2
／
3
は
保
守
（
自
民
党
）
支
持
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
＝
月
一
〇
日
）
」
と
伝
え

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
共
闘
会
議
は
各
団
体
の
幹
部
同
士
の
結
束
は
固
い
が
、
そ
れ
が
十
分
下
部
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
「
上
部
で
は
盛
り
上
が
っ
た
が
下
部
で
政
党
の
セ
ク
ト
が
抜
け
切
れ
ず
に
フ
ル
に
動
け
な
か
っ
た
」
こ

　
　
　
　
　
　
⑳

と
が
大
き
か
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
一
九
六
一
年
の
時
点
に
お
い
て
、
労
組
は
未
だ
に
幹
部
中
心
の
組
織
で
あ
り
、
十
分
な
組
織
力
を
発
揮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
自
党
の
西
銘
に
関
し
て
も
、
知
名
度
が
低
い
こ
と
や
、
次
の
よ
う
な
当
間
派
に
対
す
る
反
対
勢
力
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
つ

い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
“
西
銘
が
立
て
ば
雪
間
前
主
席
の
出
身
地
で
あ
る
］
旧
那
覇
中
心
に
都
計
が
進
め
ら
れ
、
合
併
さ
れ
た
地
区
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（
首
里
、
真
和
志
、
小
禄
）
は
見
離
さ
れ
る
”
と
云
う
考
え
方
は
、
旧
那
覇
市
以
外
の
地
区
で
も
同
様
な
ム
ー
ド
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御

参
考
ま
で
に
報
告
し
ま
す
。
（
一
二
月
…
五
日
）
」
兼
次
は
、
自
民
、
社
大
、
人
民
、
社
会
各
党
の
造
反
者
、
離
党
者
の
支
持
や
創
価
学
会
内
の

一
定
多
数
票
な
ど
、
政
党
に
よ
ら
な
い
支
援
組
織
を
形
成
し
て
い
た
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
西
銘
に
な
る
と
旧
那
覇
市
以
外
は
見
離
さ
れ

る
と
い
う
「
ム
ー
ド
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
党
共
闘
が
成
立
し
那
覇
市
長
選
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
中
、
一
一
月
二
六
日
に
行
わ
れ
た
糸
満
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
自
民
党
候
補
と

の
一
騎
打
ち
の
末
に
上
原
亀
一
郎
（
人
民
党
）
が
当
選
を
果
た
す
。
こ
の
勝
利
に
共
闘
会
議
は
勢
い
づ
く
。
選
挙
戦
も
終
盤
に
入
る
頃
、
「
現
在
、

西
銘
、
兼
次
、
宮
里
の
三
候
補
共
勢
力
伯
仲
し
て
、
実
情
が
掴
め
な
い
。
兼
次
は
守
備
の
立
場
で
、
西
銘
、
宮
里
両
候
補
に
追
い
討
ち
を
か
け

ら
れ
て
苦
境
に
立
っ
て
い
る
。
最
後
に
於
て
は
、
西
銘
、
宮
里
の
勝
負
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
（
ご
一
月
七
日
）
」
と
い
う
情
報
が
解
せ
ら
れ

る
が
、
事
態
は
ま
さ
に
そ
の
通
り
に
展
開
す
る
。

　
選
挙
結
果
は
表
3
の
通
り
で
あ
る
。
西
銘
、
宮
里
、
兼
次
は
票
を
三
者
で
分
け
合
う
こ
と
と
な
り
、
宮
里
は
西
銘
に
僅
差
で
敗
れ
た
の
で
あ

る
。
浮
動
票
の
ゆ
く
え
が
最
終
的
な
勝
敗
を
決
し
た
と
い
え
る
。

（
四
）
共
闘
の
所
産

　
選
挙
後
、
新
聞
各
紙
面
に
お
い
て
も
講
評
が
な
さ
れ
る
が
、
『
琉
球
新
報
』
は
、
「
こ
ん
ど
の
選
挙
の
結
果
を
、
も
し
”
復
帰
勢
力
”
と
“
反

復
帰
勢
力
”
に
科
学
的
に
分
析
す
る
と
す
れ
ば
、
反
復
帰
勢
力
は
大
宜
味
候
補
の
約
四
百
五
十
票
だ
け
で
、
そ
れ
を
の
ぞ
い
て
は
、
そ
の
方
法

論
に
幾
分
の
相
異
が
あ
る
と
は
い
え
、
西
銘
、
宮
里
、
兼
次
三
候
補
の
”
復
帰
勢
力
”
が
圧
倒
的
勝
利
を
収
め
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

⑳い
。
」
と
、
復
帰
問
題
に
つ
い
て
釘
を
さ
し
た
。
一
方
、
糊
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
は
、
「
祖
国
復
帰
勢
力
の
結
集
を
呼
び
か
け
た
共
闘
派
が
、
自
民

党
公
認
の
当
選
者
と
、
ほ
ぼ
五
分
黙
々
の
票
数
を
獲
得
し
た
と
い
う
の
は
、
日
・
米
協
力
に
よ
る
援
助
体
制
の
な
か
で
、
一
層
強
力
に
本
土
復

帰
を
推
進
す
る
政
策
に
、
か
な
り
多
く
の
有
権
者
が
強
い
関
心
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
政
治
的
意
義
を
重
視
し
な
く
て
は
な
る
ま
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⑳い
。
」
と
、
共
闘
会
議
に
好
意
的
な
社
説
を
よ
せ
て
い
る
。

　
共
闘
会
議
は
那
覇
市
長
選
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
復
帰
協
加
盟
三
党
が
今
後
共
闘
を
続
け
る
か
否
か
は
不
透
明
で
あ
っ
た
。
新
里
沖

縄
自
民
党
幹
事
長
は
、
「
革
新
勢
力
が
統
一
し
た
こ
と
は
、
こ
ん
ど
の
市
長
選
挙
だ
け
の
こ
と
で
、
こ
ん
こ
の
政
治
活
動
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
公

党
と
し
て
独
自
の
政
治
理
念
と
政
策
を
も
っ
て
い
る
以
上
一
体
と
な
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」
と
、
共
闘
継
続
の
可
能
性

に
疑
問
を
述
べ
た
。
そ
れ
は
沖
縄
自
民
党
の
願
望
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
安
里
社
大
饗
委
員
長
は
、
「
こ
ん
ご
革
新

勢
力
の
結
果
［
束
ヵ
］
は
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
ん
ど
の
選
挙
の
経
験
を
次
の
立
法
院
議
員
選
挙
に
生
か
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
ま
た
、
瀬
長
人
民
党
委
員
長
も
、
「
今
後
、
諸
民
主
団
体
を
は
じ
め
全
祖
国
復
帰
勢
力
を
結
集
し
て
、
復
帰
と
平
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

へ
の
戦
い
を
進
め
て
い
く
上
で
、
こ
ん
ど
の
選
挙
は
い
い
教
訓
で
あ
っ
た
」
と
選
挙
を
振
り
返
っ
た
。

　
そ
れ
ま
で
対
立
し
て
い
た
復
帰
協
加
盟
の
三
党
が
歩
み
寄
り
を
み
せ
、
共
闘
に
ま
で
至
っ
た
こ
と
は
、
復
帰
協
結
成
が
も
た
ら
し
た
大
き
な

成
果
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
改
め
て
確
認
し
た
い
の
は
、
那
覇
市
長
選
を
通
じ
て
、
社
大
党
が
革
新
政
党
と
し
て
の
認
知
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
翌
年
四
月
一
七
日
の
復
帰
協
第
六
回
定
期
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
、
＝
九
六
二
年
度
運
動
方
針
」
は
、
前
年
の
「
池
田
、
ケ
ネ
デ
ィ

会
談
が
安
保
体
制
の
強
化
と
、
米
国
に
よ
る
沖
縄
の
無
期
限
支
配
の
確
認
で
あ
っ
た
」
と
断
じ
た
後
、
那
覇
市
長
選
で
の
共
闘
に
つ
い
て
、

「
斯
る
米
圏
の
恒
久
支
配
体
制
に
反
撃
を
試
み
よ
う
と
す
る
労
働
者
階
級
の
下
か
ら
の
盛
り
上
が
り
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
盛
り
上
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
、
う
た
が
い
も
な
く
新
安
保
体
制
の
本
質
を
か
ら
だ
て
受
け
と
め
た
労
働
者
階
級
の
正
し
い
立
ち
上
り
で
あ
っ
た
。
」
と
総
括
し
て
い
る
。

「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
本
土
革
断
勢
力
へ
の
接
近
は
、
池
田
・
ケ
ネ
デ
ィ
会
談
の
評
価
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
那
覇
市

長
選
に
お
け
る
共
闘
と
い
う
、
「
革
新
三
党
」
の
成
立
を
ふ
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
正
確
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
そ
の
～
方
で
、
同
総
会
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
方
針
案
に
関
し
、
人
民
党
、
社
会
党
な
ど
が
、
日

米
両
政
府
に
対
し
て
の
み
「
祖
国
復
帰
を
阻
む
も
の
」
と
既
定
す
る
の
で
は
な
く
、
沖
縄
の
自
民
党
も
反
復
帰
勢
力
、
買
弁
資
本
で
あ
る
と
規
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定
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
赤
嶺
会
長
は
「
復
帰
運
動
は
巾
広
い
国
民
運
動
で
あ
る
」
、
「
沖
縄
の
自
民
党
も
含
め
て
敵
と
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

定
す
る
こ
と
に
は
問
題
も
あ
る
の
で
明
文
化
し
て
な
い
」
と
し
て
、
そ
の
主
張
を
退
け
た
。
即
ち
、
復
帰
協
は
あ
く
ま
で
も
沖
縄
自
民
党
支
持

者
を
も
含
め
た
、
「
島
ぐ
る
み
」
に
よ
る
超
党
派
の
大
衆
運
動
団
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
姿
勢
を
あ
く
ま
で
堅
持
す
る
こ
と
を
示

し
た
の
で
あ
る
。

①
『
琉
球
新
報
』
一
九
六
一
年
七
月
四
日
、
七
月
四
日
（
夕
刊
）
。

②
『
琉
球
新
報
』
｝
九
六
一
年
七
月
二
七
日
目

③
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
暁
一
九
六
一
年
七
月
二
七
日
。

④
『
琉
球
新
報
』
一
九
六
一
年
七
月
二
五
日
。

⑤
沖
縄
戦
後
選
挙
史
編
集
委
員
会
編
『
沖
縄
戦
後
選
挙
史
第
三
巻
』
（
沖
縄
県
町

　
村
△
耳
、
　
一
九
八
五
年
）
、
　
山
ハ
＝
一
頁
。

⑥
「
那
覇
市
長
選
共
斗
準
備
会
資
料
集
」
（
復
帰
協
文
書
幻
δ
O
O
O
O
O
悼
o
d
『
総
合

　
噛
宿
料
　
　
一
九
⊥
ハ
｝
年
歴
）
。

⑦
同
前
、
「
第
二
一
國
執
行
委
員
会
偏
（
復
帰
協
文
書
固
O
O
O
O
舘
。
。
ゆ
魍
会
議
録

　
綴
　
一
九
六
一
年
瞼
）
。
準
備
会
の
一
〇
団
体
は
次
の
通
り
。
官
公
労
、
社
大
党
、

　
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ォ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
労
組
、
沖
青
協
、
沖
交
信
、
人
当
党
、
琉
大
学

　
生
会
、
社
会
党
、
教
職
員
会
、
自
治
労
（
名
簿
順
）
。

⑧
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
暁
一
九
六
　
年
一
〇
月
二
七
日
。

⑨
明
琉
球
新
報
』
～
九
六
～
年
二
月
四
日
（
夕
刊
）
。

⑩
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
編
『
沖
縄
年
鑑
｝
九
六
二
瞼
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九

　
六
二
年
）
、
二
〇
八
頁
。

⑪
「
人
民
党
の
時
局
批
判
演
説
会
に
つ
い
て
」
（
沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
琉
球
政

　
府
文
書
［
以
下
、
琉
政
文
書
と
略
】
幻
O
O
O
O
O
①
①
O
b
u
噸
情
報
に
関
す
る
書
類
鰍
）
。

⑫
第
二
回
準
備
会
（
九
月
二
五
日
）
で
の
面
従
。
前
掲
「
那
覇
市
長
選
共
斗
準
備

　
会
資
料
集
」
。

⑬
第
～
回
準
備
会
（
九
月
二
二
日
）
で
の
発
露
。
前
掲
「
那
覇
市
長
選
共
斗
準
備

　
会
資
料
集
扁
。

⑭
　
第
二
回
準
備
会
（
九
月
二
五
日
）
で
の
発
誉
。
前
掲
「
那
覇
市
長
選
共
斗
準
備

　
会
資
料
集
」
。

⑮
魍
沖
縄
タ
イ
ム
ス
㎞
一
九
六
一
年
＝
月
七
巳
。

⑯
「
準
備
会
と
社
大
農
幹
部
と
の
懇
談
会
」
（
九
月
二
八
日
）
で
の
発
言
。
前
掲

　
「
那
覇
市
長
選
共
斗
準
備
会
資
料
集
」
。

⑰
「
那
覇
市
長
選
挙
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
（
『
党
内
情
報
』
八
、
沖
縄
人
畏
党
宣

　
伝
部
、
　
一
九
六
一
年
九
月
二
九
日
）
及
び
「
那
覇
市
長
選
挙
統
一
綱
領
」
（
附
復
帰

　
協
㎞
幡
…
報
』
箪
叩
二
悶
万
、
　
一
九
ゐ
ハ
一
年
一
　
一
月
五
日
）
。
晶
四
二
『
総
ム
ロ
噛
貧
料
　
　
一
九
山
ハ

　
一
年
㎞
所
収
。

⑱
「
那
覇
市
長
選
挙
に
つ
い
て
人
民
党
と
共
斗
準
備
会
と
の
懇
談
偏
（
一
〇
月
六

　
日
）
で
の
発
言
。
前
掲
楠
那
覇
市
長
選
共
斗
準
備
会
資
料
集
」
。

⑲
噸
琉
球
新
報
』
一
九
六
一
年
＝
月
三
日
。

⑳
魍
琉
球
新
報
㎞
～
九
六
一
年
一
二
月
四
日
（
夕
刊
）
。
＝
万
一
日
に
は
、
本

　
土
自
民
党
が
西
銘
候
補
支
持
の
「
げ
き
文
」
を
発
算
し
て
い
る
（
『
沖
縄
タ
イ
ム

　
ス
隔
　
一
九
六
一
年
＝
一
月
二
日
）
。

⑳
　
「
那
覇
市
長
選
挙
に
勝
利
す
る
た
め
に
資
金
カ
ン
パ
、
演
説
会
参
加
な
ど
通

　
達
」
（
『
週
報
　
沖
U
労
連
貫
目
弟
一
六
圓
万
、
全
沖
細
四
労
働
組
ム
ロ
連
ム
ロ
A
筑
、
　
一
九
六
一
年

　
一
一
月
二
七
日
）
。
復
帰
叢
誌
雷
関
一
〇
8
0
刈
G
。
膳
ゆ
『
逓
報
沖
労
連
　
第
1
2
～
2
7

　
号
隔
所
収
。

⑫
　
　
「
租
年
の
あ
ゆ
み
（
2
0
）
　
那
覇
市
長
選
挙
」
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
鰍
一
九
六
一
年
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＝
一
月
二
〇
日
。

㊧
　
「
私
の
意
見
　
“
復
帰
勢
力
に
物
申
す
”
　
反
復
帰
勢
力
は
存
在
す
る
か
」

　
噸
琉
球
新
…
流
弾
　
～
九
⊥
ハ
一
年
～
　
一
円
月
九
日
。
「
一
R
【
～
願
一
　
復
帰
勢
力
に
政
払
伽
酬
則

　
良
心
を
偏
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
㎏
一
九
六
一
年
＝
月
二
〇
日
（
夕
刊
）
。

⑳
　
那
覇
市
長
選
の
内
偵
史
料
は
、
琉
政
文
夢
幻
O
O
O
O
O
①
α
G
。
じ
d
『
情
報
に
関
す
る

　
書
類
輪
に
基
づ
く
。

⑮
　
　
圃
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
一
年
一
一
月
二
〇
日
。

⑳
　
　
門
那
覇
市
長
選
戦
い
終
え
て
　
本
社
記
者
座
談
会
漏
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
㎏
一
九

　
六
一
年
＝
㎜
月
一
九
日
。

⑳
　
選
挙
直
後
の
＝
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
全
逓
信
労
働
組
合
（
全
逓
）
第
六
園

　
定
期
大
会
は
、
現
状
を
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。
「
こ
れ
ら
の
戦
い
と
那
覇

　
市
長
選
挙
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
～
九
六
二
年
の
春
闘
を
全
沖
労
連
の
下
に
、

　
統
一
し
て
戦
う
と
こ
ろ
ま
で
前
進
し
て
き
た
。
加
盟
組
合
数
四
十
八
組
合
、
組
合

　
員
数
一
万
二
千
五
百
人
と
全
沖
縄
労
働
者
の
六
〇
％
以
上
を
擁
す
る
ま
で
に
発
展

　
し
た
。
／
し
か
し
こ
れ
ら
の
組
合
の
中
に
は
、
残
念
な
が
ら
殆
ん
ど
活
動
を
停
止

　
し
た
組
合
が
い
く
つ
か
あ
り
、
ま
た
敵
の
攻
撃
の
前
で
独
自
の
力
で
組
織
の
維
持

　
さ
え
困
難
な
組
合
が
あ
る
。
い
ま
だ
に
企
業
別
組
合
が
圧
倒
的
に
多
い
現
在
に
お

　
い
て
、
組
織
の
大
き
さ
に
よ
る
格
差
が
あ
ま
り
に
大
き
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

　
て
全
沖
労
連
中
執
は
こ
れ
ま
で
こ
れ
ら
零
細
規
模
単
組
の
組
織
を
維
持
、
補
強
す

　
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
力
を
注
い
で
き
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
」

　
「
那
覇
市
長
選
挙
に
お
い
て
も
組
織
労
働
者
の
総
力
が
発
揮
さ
れ
た
と
は
い
え
な

　
か
っ
た
。
」
（
前
掲
『
沖
縄
年
鑑
　
一
九
六
二
』
、
二
＝
頁
）

鰺
　

「
社
説
選
挙
結
果
と
新
那
覇
市
長
」
『
琉
球
新
報
㎞
～
九
六
　
年
＝
｝
月
一

　
九
日
。

⑲
　
　
「
社
説
　
薪
那
覇
市
長
に
期
待
し
た
い
こ
と
」
咽
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
一
九
六
一

　
年
一
二
月
一
九
日
。

⑳
　
　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
㎞
　
一
九
六
皿
年
一
二
月
～
九
日
。

⑳
　
　
馴
祖
国
復
帰
の
た
め
に
　
資
料
第
四
集
謡
（
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
、
一
九

　
⊥
ハ
文
題
）
、
　
㎜
同
～
五
頁
。

⑳
　
　
「
復
帰
協
第
六
回
定
期
総
会
扁
（
復
帰
協
文
書
園
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
ω
ゆ
噸
総
合
資
料

　
一
九
⊥
ハ
ニ
年
㎞
）
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
復
帰
協
の
方
針
と
し
て
は
、
日
米
両
政
府
を
敵
と
規
定
し
て
本
土
革
新
勢
力
と
の
連
携
強
化
を
図
る
一
方
で
、
沖
縄
内
部
に
対
し
て
は
超
党

派
の
姿
勢
を
堅
持
し
て
保
守
側
を
含
め
明
確
な
敵
を
作
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
、
選
挙
戦
に
際
し
て
は
別
組
織
を
立
ち
上
げ
、
革
新
共
闘
に
よ
っ

て
保
守
側
と
対
決
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
よ
る
保
革
対
立
図
式
が
那
覇
市
長
選
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。

　
選
挙
に
は
敗
れ
た
も
の
の
、
一
九
六
一
年
の
那
覇
市
長
選
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
対
立
し
て
い
た
三
党
が
歩
み
寄
り
を
み
せ
、
共
闘
に
ま
で

至
っ
た
こ
と
は
、
復
帰
協
結
成
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
社
大
党
を
共
闘
に
踏
み
切
ら
せ
、
那
覇
市
長
選
に
お
け
る



戦後沖縄における保革対立軸の形成（櫻澤）

共
闘
を
可
能
に
し
た
の
は
、
共
心
組
織
準
備
会
に
加
わ
っ
た
労
組
な
ど
の
突
き
上
げ
で
あ
り
、
介
入
で
あ
っ
た
。
那
覇
市
長
選
を
経
る
こ
と
で
、

復
帰
協
に
集
う
三
党
は
革
新
政
党
で
あ
り
、
ま
た
、
復
帰
運
動
は
革
新
勢
力
が
担
っ
て
い
る
、
と
い
う
保
革
対
立
の
一
翼
が
成
立
し
、
本
土
側

革
新
勢
力
と
の
連
携
も
進
む
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
六
二
年
四
月
の
総
会
に
お
い
て
は
、
「
復
帰
協
の
先
頭
に
教
職
員
会
が
立
ち
会
長
も
そ
こ
か
ら
選
出
す
べ
き
と
い
う
声
」

を
受
け
て
、
喜
屋
武
真
栄
教
職
員
会
事
務
局
長
が
会
長
と
な
る
。
喜
屋
武
は
、
教
職
員
会
の
方
針
で
も
あ
る
超
党
派
に
よ
る
復
帰
運
動
保
持
の

た
め
、
穏
健
な
組
織
運
営
に
尽
力
す
る
。
本
稿
の
最
後
に
、
復
帰
協
を
拠
り
所
と
し
て
、
有
力
加
盟
組
織
を
主
、
各
政
党
を
従
と
す
る
、
那
覇

市
長
選
で
の
共
闘
が
　
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
を
大
き
く
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
復
帰
協
の
中
軸

は
、
教
職
員
会
や
有
力
な
労
組
、
団
体
な
ど
で
あ
り
、
政
党
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
末
に
な
り
復
帰
が
具
体
化
し
、
本
土
と
の
～
体

化
、
系
列
化
が
進
む
中
で
、
政
党
の
位
置
付
け
は
高
ま
っ
て
い
く
が
、
一
九
七
七
年
の
解
散
に
至
る
ま
で
、
復
帰
協
の
三
役
（
会
長
、
副
会
長
、

事
務
局
長
）
及
び
各
部
長
に
政
党
代
表
者
が
加
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
第
八
圃
定
期
総
会
（
一
九
六
四
年
二
月
八
日
）
に
お
い
て
、
「
斗
う
復
帰
協
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
に
は
な
い
（
人
民
党
）
」
と
し
て
、

三
役
に
政
党
（
特
に
人
民
党
）
を
加
え
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
、
人
民
党
、
全
量
農
、
琉
大
学
生
会
な
ど
か
ら
禺
さ
れ
る
。
特
に
人
民
党
は
、

「
政
党
を
復
帰
協
の
中
か
ら
し
め
出
そ
う
と
い
う
言
動
が
あ
る
」
、
「
反
共
を
思
考
し
た
と
こ
ろ
の
政
党
の
排
除
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
の
は
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

せ
な
い
」
と
し
て
強
硬
な
態
度
を
示
す
が
、
執
行
部
や
他
団
体
の
反
発
を
受
け
、
選
挙
の
結
果
、
執
行
部
の
人
事
案
が
そ
の
ま
ま
採
択
さ
れ
た
。

復
帰
協
執
行
部
に
集
う
教
職
員
会
を
中
心
と
す
る
諸
団
体
は
、
一
九
六
三
年
八
月
の
日
本
原
水
協
の
分
裂
、
お
よ
び
社
会
党
・
総
評
系
の
沖
縄

連
と
共
産
党
系
の
沖
実
委
の
並
列
と
い
っ
た
、
本
土
か
ら
波
及
す
る
党
派
対
立
を
嫌
い
、
人
民
党
が
組
織
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
ろ
う
と
す
る
の

を
抑
え
た
の
で
あ
る
。

　
本
土
側
に
お
け
る
社
・
共
対
立
の
影
響
に
よ
っ
て
、
一
九
六
四
年
に
沖
縄
で
も
原
水
協
と
全
沖
労
連
が
分
裂
し
た
が
、
復
帰
協
は
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
対
立
を
越
え
て
団
結
を
維
持
し
た
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
、
復
帰
協
の
柔
軟
な
、
あ
る
い
は
悪
く
言
え
ば
曖
昧
な
姿
勢
に
あ
っ
た
と
い
え
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る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
土
の
組
織
と
違
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
標
榜
す
る
政
党
で
は
な
く
、
政
治
的
に
中
立
で
あ
る
（
と
標
榜
し
て
い
た
）

教
職
員
会
が
復
帰
協
の
中
心
に
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
教
職
員
会
の
運
動
方
針
が
転
換
し
た
上
で
、
復
帰
協
が
方
針
転
換
を
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

沖
縄
保
守
勢
力
を
明
確
に
敵
と
位
置
づ
け
た
の
は
、
「
軍
事
基
地
反
対
」
の
明
確
化
と
同
じ
、
一
九
六
七
年
度
の
運
動
方
針
に
お
い
て
で
あ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
一
九
六
七
年
二
月
の
教
公
二
法
阻
止
闘
争
を
経
た
後
の
教
職
員
会
、
そ
し
て
社
大
勢
の
左
傾
化
が
あ
っ
た
。

　
那
覇
市
政
民
主
化
共
闘
会
議
を
さ
き
が
け
と
し
て
、
復
帰
協
に
加
盟
す
る
労
組
な
ど
を
支
持
母
体
と
し
て
選
挙
の
た
び
に
組
織
さ
れ
る
共
闘

会
議
の
経
験
は
、
一
九
六
八
年
置
至
り
、
三
大
選
挙
（
主
席
公
選
、
立
法
院
選
、
那
覇
市
長
選
）
の
際
に
、
復
帰
協
に
お
け
る
選
挙
共
闘
の
到
達

点
で
あ
る
革
新
共
闘
会
議
の
成
立
に
結
実
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
立
法
院
選
全
選
挙
区
に
共
闘
候
補
を
擁
立
す
る
と
い
う
完
全
共
闘
を
成
立
さ

せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
六
七
年
に
復
帰
協
が
態
度
を
明
確
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
復
帰
協
自
体
が
沖
縄
保
守
と
全
面
対
決
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
復
帰
具
体
化
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
本
土
革
新
勢
力
に
よ
る
沖
縄
革

薪
勢
力
の
本
格
的
系
列
化
の
開
始
と
も
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
過
程
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

　
①
前
掲
『
沖
縄
県
祖
国
復
帰
闘
争
史
資
料
編
隔
、
＝
二
〇
五
頁
。
　
　
　
③
『
祖
国
復
帰
の
た
め
に
総
会
決
定
集
第
九
号
臨
（
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
、

　
②
『
祖
国
復
帰
の
た
め
に
資
料
第
六
集
隔
（
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
、
～
九
　
　
一
九
六
七
年
）
、
二
一
頁
。

　
　
六
四
年
）
、
四
四
一
四
六
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
）
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framework　of　its　diplomatic　policy．　The　govemment　whose　policy　regarding

Koreans　in　Japan　had　seemed　to　have　reached　an　impasse　arrived　at　a　tentative

solution　without　respondmg　to　the　demands　of　the　movement　by　Korean　residents

or　by　modifYing　its　basic　policy　towards　Koreans　in　Japan．

The　Formation　of　an　Antagonistic　Conservative－Progressive　Axis

　　　　　in　Postwar　Okinawa：　Focusing　on　the　Process　toward

　　　　　　　　　　Reformist　Joint　Struggle　in　the　Early　1960s

by

SAKURAZAWA　Makoto

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　show　clearly　how　Ol〈inawa　under　U．S．　military

occupation　was　subsumed　into　the　conservative－progressive　antagonism　in　postwar

Japan　du血g　the　cold　war．　More　specifica璽y，　I　examine　the　role　played　by　the

Council　for　the　Reversion　of　Oidnawa　Prefecture　to　the　Fatherland　（CROPF），

formed　in　Apnl，　1960，　in　the　political　realignment．　ln　Okinawa，　thereafter　the　an－

tagonistic　conservative－progressive　axis　of　Conservative　Party　versus　the　tlllree

reforntist　parties　became　a　fixed　battle　line．

　　In　the　context　of　the　campaign　against　the　U．S．一Japan　Secuyity　Treaty　on　the

mainland，　CROPF　was　formed　out　of　a　sense　of　crisis　that　the　Okmawa　problem

was　being　made　light　of．　When　CROPF　was　formed，　the　Ol〈inawa　Liberal　Demo－

cratic　Party　（OLDP）　did　not　participate，　rejecting　the　mass　movement．　Three　par－

ties　（the　Okinawa　Socialist　Masses　Party　（OSMP），　the　Okinawa　People’s　Party，

and　the　Okinawa　Socialist　Party）that　were　jo血ed　together　in　CROPF　were　kl

mutual　opposition　to　one　another．　Moreover，　since　OSMP　held　a　position　close　to

that　of　the　OLDP，　it　was　not　considered　progressive．　A　monolithic　lefust　block　did

not　exist　at　the　time　of　formation　of　the　CROPF．　ln　the　late　1950s，　the　mainland

potitical　parties　began　to　strengthen　their　involvement　in　Okinawa．　Given　the　im－

pact　of　this　situabion，　it　is　necessary　to　recognize　that　reversion　movement　of　the

1960s　as　a　part　of　a　greater　process　that　transformed　the　reversion　movement

into　a　progressive　one．　It　is　necessary　to　exam血e　the　process　in　which　three　par－

ties　cooperated．　When　examined　on　the　basis　of　such　an　awareness　of　the　issues，

it　becomes　clear　that　the　creation　of　joint　s£ruggle　movement　in　the　Naha　mayoral

election　in　December，　1961　was　particularly　important．

　　CROPF　adopted　the　policy　in　Okinawa　of　acting　as　a　nonpartisan　organization．

（630）



The　Olrinawa　Teacheys　Association　（OTA），　which　had　been　at　the　center　of

movement　from　the　1950s，　supported　this　policy．　The　OTA　woyked　in　tandem

with　the　Oltinawa　Youth　Association　in　the　reversion　movement．　This　was　due　to

the　fact　that　younger　teachers，血particu】ar，　tended　to　belong£o　both　organiza－

tions．　They　played　an　important　role　because　they　were　intirnately　tied　to　local

communities．　lt　was　necessary　for　the　CROPF　to　avoid　making　clear　enemies，　iri－

cluding　the　Okmawa　conservative　forces　as　well．　Therefore，　the　groups　assembled

in　CROPF　formed　another　organization　in　the　case　of　elections．　The　dual　antago－

nistic　conservative－progressive　axes　in　the　reversion　movement　and　in　electioRs

materialized　in　the　Naha　mayoral　e｝ection．　As　the　OTA　reacted　negatively　to

creating　a　new　oyganization，　the　labor　unions　within　CROPF　became　the　driving

force　of　the　movement．　The　effect　of　land　problems　had　caused　the　U．S．　mditary

to　change　its　governing　policy，　and　the　leading　labor　unions　had　been　formed　by

the　end　of　the　1950s．　Under　the　influence　of　a　Iabor　union，　OSMP　came　to　define

itself　as　a　progressive　party．

　　Moreover，　the　formation　of　this　axis　in　1961　had　major　siptcance　as　a　premise

for　cooperation　with　mainiand　leftist，　progressive　forces．　The　conservative　parties

and　reformise　poligcal　parties　that　existed　on　tl｝e　mainland　becarne　linked　with

thek　coumterparts韮n　O1（inawa．　The　three　parties亡hat　were　u謡£ed　in　CROPF　were

progressive，　reformist　political　parties，　and　it　was　the　progressive　forces　that　sup－

ported　the　reversion　movement　that　formed　the　framework　that　materialized　in

Okifiawa．
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